
秋田県文化財調査報告書第253集

東北横断自動車道秋田線発掘調査報告書X1X

一吉野遺跡-

199 5・3

秋田県教育委員会



仁横断自動車道秋田線発掘調査報告書XIX

一古野遺跡-

1 995⑧ 3 

秋田県教育委員会



序

本県ではこれまでに約4，000筒所の遺跡が発見されており、先人の遺産で

ある埋蔵文化財が豊富に残されています。これらの埋蔵文化財は、歴史や伝

統文化を理解し、未来を展望した香り高い地域文化を創造するうえで、欠く

ことのできないものであります。

一方、高速交通体系の整備は、ゆとりと活力に満ちた新し ~ìふるさと秋田

の創造をめざす開発事業の根幹をなすものであります。本教育委員会では、

精神的な豊かさに満ちた快適な生活環境の整備を推進するために、埋蔵文化

財の保護と地域開発の調和に鋭意取り組んでまいりました。東北横断自動車

道秋田線建設にあたっても、埋蔵文化財保護の一方法として、工事に先立つ

発掘調査を実施して遺跡の記録保存に努めてまいりました。

本年度は秋田市で 2遺跡の発掘調査を実施し、そのうち古野遺跡では、!日

石器時代から近代までの遺構、遺物が発見され、平安時代と鎌倉時代には小

さな集落が営まれていたことが分かりました。

本報告書は古野遺跡の発掘調査成果をまとめたものであります。本書がふ

るさと秋田の歴史資料として広く活用され、埋蔵文化財保護の一助となるこ

とを心から願うものであります。

最後になりましたが、発掘調査並びに本報告書の刊行に当たり、ご援助、

ご協力をいただきました日本道路公団仙台建設局、秋田市、秋田市教育委員

会をはじめ、関係各位に対し、厚く御礼申し上げます。

平成7年3月

秋田県教育委員会

教育長橋本顕信



例 仁ゴ

1.本報告書は、東北横断自動車道秋田線建設事業に係る埋蔵文化財発掘調査報告書の19冊目

の報告書であるO

2.本書は、 1994(平成 6)年度に発掘調査した秋田市にある吉野遺跡の調査成果をおさめたも

のである。

3. 本書の執筆は、谷地薫が行い、太田淳子の協力を得た。

4. 陶磁器の鑑定は、東北陶磁文化館学芸員本田泰貴氏、防)岩手県文化振興事業団埋蔵文化財

センタ一文化財専門調査員羽柴直人氏にお願いした。

5.第5章の各種自然科学的分析は、(樹古環境研究所に委託した。

6.発掘調査および遺物整理にあたって、下記の方々からご指導@ご助言を賜った。記して感

謝の意を表する次第であるo (敬称略、五十音順)

五十嵐芳郎石郷岡誠一和泉昭一伊藤武士小山内透小林恵美子菅原俊行

納谷信広藤岡光男村上拓安田宏、市

凡例

1.遺構実測図における方位は真北(座標北)である。磁北は西偏約7度40分であるO

2.本書・で使用している遺構の略記号は以下のとおりであるO

SB(建物跡) SD(溝跡) SI(竪穴住居跡、) SK(土坑) SKI(竪穴遺構)

SN(カマド状遺構) SX(N)焼土群 SX(P)ピット群

3.遺構番号は種別を問わず検出11聞に連番としたが、精査過程で欠番となったものもある。

4. 挿図中の遺物実測図@拓本@遺物写真は通し番号である。

5. 掲載した実測図及び遺物写真図版の縮尺は、各図ごとにスケールを付けて表示した。

6. 土層註記中の色調は、農林水産省農林水産技術会議監修 財団法人日本色彩研究所色票監

修『新版標準土色IP占』に拠った。

7.本書に使用した地形図は、国土地理院発行日，000分の 1I秋田東部」、「羽後和田」、 50，000

分の 1 秋田J、「羽後和田」、及び秋田市発行 2，500分の l地形図である。

8.挿図中のスクリーン@トーンは以下のように使い分けた。これ以外のスクリーン@トーン、

シンボルマークは各図中に凡例を示した。

撰乱 焼土
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第 1章はじめに

第 1節発掘調査に至るまで

東北横断自動車道秋田線は、東北自動車道から岩手県北上市で分岐し、横手市、大曲市を経て

秋田市に至る本県における高速交通体系の基幹をなす道路であるO

秋田-横手間57.4kmについては、 1978(昭和53)年11月の第8次施行命令によって建設が具体化

し、 1991(平成3)年 7月に供用が開始されている。これに先立ち、この区間の工事路線内に存

在する合計27遺跡の発掘調査が秋田県教育委員会によって1985(昭和60)年から1989(平成元)

年まで実施された。この27遺跡の調査報告書11冊は既に刊行されている。

横手-湯田間19.7kmについては1986(昭和61)年 3月に第9次施行命令が下され、現在建設工

事が行われている。この区間のうち秋田県側の工事計画路線内に存在する10遺跡、の発掘誠査は

1990 (平成2)年から1993(平成 5)年まで実施され、 7遺跡の調査報告書が既に刊行されてい

る。

秋閏南インターチェンジ一秋田北インターチェンジ間16.0胞については1990(平成 2)年4月

に第11次施行命令が下された。これに先立ち1989(平成元)年に日本道路公邸仙台建設局長から

秋田県教育委員会教育長あてに、道路計画路線内にある埋蔵文化財包蔵地の分布調査の依頼が

あった。秋田県教育委員会では1989(平成元)年から1990(平成 2)年まで遺跡分布調査を行い、

計画路線内に 4遺跡(古野遺跡、石神遺跡、戸平川遺跡、蟹子沢遺跡)が存在することが明らか

になった。これらの遺跡の取り扱いについて協議の結果、路線変更が不可能で工事によって消滅

してしまう遺跡は緊急発掘調査を行い最終的には記録保存の措置をとる旨の1985(昭和60)年の

日本道路公団と秋田県教育委員会の合意を踏襲することとした。その後、石神遺跡については工

事計画路線が遺跡範囲外を通過することが判明し、発掘調査が必要な遺跡は吉野遺跡、蟹子沢遺

跡、戸平J11遺跡、の 3遺跡であることが確定した(第 l図)01994 (平成6)年4月、秋田県知事と

日本道路公団イIlJ台建設局長は、秋田市所在の 2遺跡(古野遺跡、蟹子沢遺跡)について発掘調査

委託契約書を交わし、発掘調査の実施に至ったのであるO

古野遺跡は1989(平成元)年と1990(平成 2)年の分布調査に次いで1992(平成4)年と1993

(平成5)年に遺跡範聞確認調査を行い(ベ遺跡範囲の大部分が工事計画路線内にかかり、工事に

よって遺跡が治滅してしまうこととなった。そのため、記録保存を目的とした発掘調査が1994

(平成6)年度に実施されたのである。

(註)秋田県教育委員会『遺跡、詳細分布調査報告書』秋田県文化財調査報告書・第201集 1990 (平成2)年
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秋田県教育委員会『遺跡詳細分布調査報告書』秋田県文化財調査報告書第217集 1991 (平成3)年

秋田県教育委員会『遺跡詳細分脊調査報告書』秋田県文化財調査報告書第239集 1993 (平成5)年

秋田県教育委員会『遺跡詳細分布調査報告書』秋田県文化財調査報告書第251集 1994 (平成6)年

0100同

第 1図計画路線と遺跡の位置
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調査の組織と構成

第 2節調査の組織と構成

所 在 地 秋田県秋田市上北手古野字向老方16外

調査期間 1994 (平成6)年 5月11日""'6月17日

調査面積 830rrf 

調査主体者 秋田県教育委員会

担当者 藤津 昌(秋田県埋蔵文化財センター調査課謁査第 1

谷地 薫(秋田県埋蔵文化財センター調査課調査第 1科学芸主事)

総務担当 藤肥良清(秋田県増蔵文化財センター総務課主査)

佐藤 広文(秋田県埋蔵文化財センター総務課主任)

須田 輝樹(秋田県埋蔵文化財センター総務課主事)

調査協力機関 日本道路公団仙台建設局秋田工事事務所

秋田市教育委員会

rJ_j地・丘駿地

Ia 仁別山地

Ib 高尾山・観音森山地

1 c 上新城丘陵

Id 羽黒山丘陵

Ie 和田丘陵

E 台地・段丘地

lla 手形山台地

llb 千秋公園台地

llc 御所野台地

宜d 戸島段丘地

lle 豊岩段丘地

彊低地

illa 馬踏川低地

illb 新城JII低地

illc 旭川低地

illd 太平山低地

並e 秋田低地

illf 天王砂丘地

illg 土崎砂丘地

第2図遺跡周辺の地形区分

3 

1 f 高清水丘陵

Ig 大平山丘陵

Ih 国見111丘陵

1 i 岩城丘陵

llf 相川野段丘地

立g 向野l京段丘地

盟h 勝平山砂丘地

直i 海岸低地

illj 岩見川低地

illk 雄物川低地

班1 淀川低地

illm 下浜道川砂丘地
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第 l節遺跡の位置と周辺の地形@地質

古野遺跡、は秋田市の南部、 JR奥羽本線四ツ小屋駅の東北東約 3.8kmにある。北緯39度40分2

秒、東経 140度11分30秒の地点であるO

遺跡は、旧雄物川の支流である猿田川の右岸の低丘陵地に立地するO この丘陵地は南縁と東縁

を岩見J11、西縁を猿田川、北縁を太平川に図まれた東西約15畑、南北約10kmの和田丘陵で、猿田

川を挟んだ西側には平坦な御所野台地が隣接し、和田丘陵と御所野台地の南には岩見川低地、西

には秋田低地の沖積地が広がるO 遺跡、の位置は和田丘陵の西縁にあたる(第2密)。

猿田川の上流部は蛇行して北流し、右岸には和田丘陵の西縁を開析する多くの枝谷が発達して

いる O 遺跡の立地する低丘陵地も、南北をこのような枝谷で区切られた、東から西に細長く伸び

る馬の背状の丘陵である(第3図)。丘陵の先端部から60mほど東側では、南東から北西に小さい

沢が入る。遺跡はこの小さい沢に面した北東向きの斜面に形成されている。

丘陵頂部の標高は20，......，21m、沢地の標高は14，......，15m、比高差は 6""""7mを測るO 斜面の平均斜

度は約13度である。

和田丘陵の表層地質は大部分が新第三紀鮮新世笹岡膳の柁岩層、御所野台地の大部分は第四紀

更新世潟西層の砂磯層(含泥炭層)であるが、和田丘陵の西側周縁部と御所野台地の東側周縁部

には帯状に新第三紀中新世天徳寺層のシノレト岩層が分布しており、古野遺跡はこの部分に立地し

ている。石器の原材料として多用される硬質頁岩は、新第三紀中新世女川層に合まれ、古野遺跡

の北北西約11.5km以北の上新城丘陵及び北北東約10km以北の仁別山地で、幅約 500mから 1kmの

帯状に分布する。

参考文献

経済企画庁 『土地分類基本調査地形・表層地質・土じよう 秋田 5万分の l 国土調査J1966 (昭和41

年)

秋田県 『秋田湾大規模工業開発地域 土地分類基本調査 羽後和国 5万分の l 国土調査J1975 (昭和50

年)
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第3図遺跡周辺の地形

第 2節歴史的環境

古野遺跡の発掘調査では!日石器時代、縄文時代中期後葉、平安時代、鎌倉時代、近世以捧の遺

造物を検出した。ここでは各時期における周辺遺跡の状況を概観するO

i日石器時代

古野遺跡に近い御所野台地では下堤A遺跡、下堤D遺跡、 ド堤G遺跡、坂ノ上F遺跡、狸!崎B

遺跡、地蔵田A遺跡、地蔵田B遺跡、秋大農場南遺跡の 8遺跡、岩見川の対岸に広がる七曲台の

5 
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風無台 I遺跡、嵐無台E遺跡、松木台E遺跡、松木台車遺跡、も含めると合計12遺跡がこれまでに

発掘調査されている。このうち10遺跡は石器製作跡で、多数の剥片や石器が集中するブロックを

検出している。本遺跡のように石器製作跡を伴わない例には、御所野台地の下堤A遺跡、坂ノ上

F遺跡がある。下堤G遺跡からは本遺跡から出土したナイフ形石器と類似した形態のナイフ形石

器を含むブロックが検出されている。

縄文時代中期後葉

この時期の集落跡は、平坦な御所野台地一帯に多数存在するO 台地の中にある遺跡のほぼ全域

が発掘調査され、 21遺跡から合計 238棟の住居跡が検出されている。これに対し岩見川対岸の七

曲台では、ほぼ全域が発掘調査されたものの 6遺跡で合計 15棟が検出されたにすぎない。本遺跡

のように狭陰な低丘陵地にも集落が立地する例も含め、この集落密度の違いが何に由来するのか

は興味深い問題であるO 本遺跡周辺は、これまでに蓄積された豊富な資料から、かなり詳しく

活の様子が復元できる可能性のある地域である。

平安時代(第4図)

文献史料からは 804(延暦23)年に秋田郡の建郡が推定され、平安時代においては古野遺跡、の

ある一帯は秋田郡成相郷に属し、 878(元慶2年)の「元慶の乱Jでは、{字図、蝦夷側lこ対抗する

律令国家側の領域であったとされる。

御所野台地では、これまでの発掘調査によって下堤A遺跡、下堤B遺跡、下堤C遺跡、下堤D

遺跡、坂ノ上E遺跡、坂ノ上F遺跡、地蔵田A遺跡、湯ノ沢B遺跡、湯ノ沢F遺跡、野形遺跡、

深田沢遺跡、秋大農場南遺跡、大杉沢遺跡の11遺跡、から合計60棟の竪穴住居跡、が検出されているO

そのうちの31棟が下堤C遺跡である。他の10遺跡、はそれぞれ 1，....， 6棟である。重複する竪穴住居

跡、を考慮すると、下堤C遺跡以外は、 5棟以下の竪穴住居がひとつのまとまりとして営まれるの

が基本的な居住形態であったことが推測されるO

また、この地域では古代の葬制に関わる良好な資料も発見されている。古くは、奈良時代とさ

れる終末期古墳の小阿地古墳群から蕨手刀や八花鏡等が出土している。県内の平安時代の葬制を

知る資料はまだ少ない中で、御所野台地の湯ノ沢F遺跡では、鉄刀や鉄鎖、鉄製の馬具などを副

葬した 9世紀後葉から10世紀頃の土墳墓が21基検出され、秋田城や「元慶の乱」に関係する兵士

の墓地の可能性もあるとして注目されている。

このほか、坂ノ上E遺跡では平安時代の製鉄炉と炭焼窯も検出され、生産活動についても解明

の手掛かりが得られている O

鎌倉時代

県内では中世前期の大規模な発掘調査例が少ない中にあって、秋田市下タ野遺跡が発掘調査さ

れ、建物跡41棟、井戸跡51基、竪穴遺構3基等が検出されたことが特筆される。下タ野遺跡では

6 -
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文献6・加の遺跡番号 遺跡名 文献番号 文献6・却の遺跡番号 遺跡名 文献番号 文献6・却の遺諒番号 遺跡名 文献番号

1-268 日目 国 1-284 下堤 C 15 1-306 坂ノ下立 7 

1-269 諏訪ノ沢 1-285 大杉沢 5 1-310 地蔵田A 18. 19 

1-271 館ノ下館 2 1-286 下堤 D 9 1-314 湯ノ沢B 10 

1-272 弥生舘 2 1-293 坂ノ上E 11 1-318 湯ノ沢F 11 

1-273 猿田沢 1-294 坂ノ上F 12 1-350 宝竜崎

1-274 大平沢 1-301 深田沢 12 A 秋大農場甫 17 

1-282 下堤 B 16 1-302 野 背2 11 B o 野

1-283 下堤 A 16 1-304 小阿地古墳

第4図古野遺跡周辺の奈良・平安時代の遺跡

-7-
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母屋と倉庫、井戸を主とする鎌倉時代の集落の様相が明らかにされた。このほか、後城遺跡や、

御所野台地にある大杉沢遺跡では古野遺跡出土品に近い時期の珠洲陶器の査が出土している。能

登珠洲窯と生産技術を共宵しつつ在地で生産された珠洲系陶器の窯は、県内では二ツー井町エヒパ

チ長根窯、南外村大焔窯、大熔・桧山藤窯が発掘調査され、吉岡康暢氏によってエヒパチ長根窯

が 12期、大畑・桧山腰窯がIIr期、大畑窯がIIz期に編年され、酉暦 1，200年を中心とした13世紀前

半までの年代とされている。

近出以降

古野遺跡では近世以降現代に至る陶磁器類が出土した。関連する遺跡には、秋田市寺内で発掘

調査された寺内焼窯跡があるO この窯跡の発掘調査によって、寺内焼は1787(天明 7)年に陶器

生産が開始され、 1882(明治15)年頃には廃絶したこと、 1834(天保 5)年から1837(天保 8)

年の聞には磁器の生産も始められ、 1870(明治 3)年前後に磁器生産が終了したこと等が明らか

にされている。

参考文献

l 秋田県『秋田県史考古編J 1960 (昭和35年)

2 秋田県教育委員会 『秋田県の中世城館J秋田県文化財調査報告書第86集 1981 (昭和田年)

3 秋田県教育委員会 『七曲台遺跡群J 秋田県文化財調査報告書第 125集 1985 (昭和60年)

4 秋田県教育委員会 『東北横断自動車道秋田線発掘調査報告書 1一石坂台町遺跡・石坂台羽遺跡.1i坂

台四遺跡・石坂台珊遺跡・石坂台医遺跡・松木台頭遺跡-J 秋田県文化財調査報告書第 150集 1986 

(昭和61年)

5 秋田県教育委員会 F大杉沢遺跡発掘調査報告書 一般国道13号御所野拡幅事業に係る埋蔵文化財発掘

調査一』 秋田県文化財調査報告書第 151集 1987 (昭和62年)

6 秋田県教育委員会 『秋田県遺跡地毘J(中央版)J 1990 (平成2年)

7 秋田考古学協会 『秋田市東南台地に於ける (小阿地・末戸・御所野・地方)遺跡分布調査報告J1969 

(昭和44年)

8 秋田市教育委員会刊¥問地下堤遺跡坂ノ上遺跡発掘調査報告書J1976 (昭和41年)

9 秋田市教育委員会 『秋田市下堤D遺跡発掘調査報告書J 1982 (昭和57年)

10 秋田市教育委員会 『秋田市秋田臨空港新都市開発関係埋蔵文化財発掘調査報告書J(下堤G遺跡、野焔

遺跡、湯ノ沢B遺跡) 1983 (昭和58年)

11 秋田市教育委員会 『秋田市秋田臨空港新都市開発関係埋ェ蔵文化財発掘調査報告書J(坂ノ上E遺跡、湯

ノ沢A遺跡、湯ノ沢C遺跡、湯ノ沢E遺跡、湯ノ沢F遺跡、湯ノ沢日遺跡、野形遺跡) 1984 (昭和59年)

12 秋田市教育委員会 『秋田市秋田臨空港新都市開発関保埋蔵文化財発掘調査報告書J(下堤E遺跡、下堤

F遺跡、坂ノ上F遺跡、狸崎A遺跡、湯ノ沢D遺跡、深田沢遺跡) 1985 (昭和60年)

只
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13 秋田市教育委員会 界大田市秋田新都市開発整備事業関係埋蔵文化財発掘調査報告書J(地蔵田B遺跡、

台A遺跡、湯ノ沢 I遺跡、湯ノ沢F遺跡) 1986 (昭和61年)

14 秋田市教育委員会 問火田市秋田新都市開発整備事業関係埋蔵文化財発掘調査報告書J(地方遺跡、台B

遺跡) 1987 (昭和62年)

15 秋田市教育委員会 『秋田市秋田新都市開発整備事業関係哩蔵文化財発掘謁査報告書J(下堤C遺跡)

1987 (昭和62年)

16 秋田市教育委員会 『秋田市秋田新都市開発整備事業関係埋蔵文化財発掘謂査報告書J(下堤A遺跡、下

堤B遺跡) 1988 (昭和63年)
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第3章発掘調査の概要

l節遺跡の概観

国道13号を河辺町から秋田市方面に向かい、河辺郡河辺町と秋田市の境界である和田トンネル

を抜けると、ほどなく道路は片領収車線に広がり、右手に分岐する秋田自動車道の秋田南イン

ターチェンジ入口がある。秋田南インターチェンジからの流入部を過ぎた直後の古野入口交差点

を右折して県道古野 a 牛島線に入り、 400m程北進すると古野部落の家並がある。この辺りから道

路の右側に沿って猿田川が北流する。道路と猿田川の両側にはは!地に挟まれた狭い平地があって

水田や宅地となっているO 吉野部落を過ぎる辺りで道路は大きく左にカーブし、右手に後古野の

小部落とパスの停留所が見える。ここで右折し、猿田川にかかる小さな橋を渡って右手の山地に

入る小道を進むと、低い丘陵の先端に民家が 1軒ある。その陰の丘陵北側が古野遺跡である(第

3図)。

遺跡の面する沢地はかつては水田であったが、調査前は葦の繁茂する湿地であった。丘陵の斜

面は畑地と杉林に利用されていたが近年は放置されて原野化していた。丘陵の先端部は大きく削

り取られて宅地となり、それに続く北側の斜面も削平されて畑地となっていた(図版 lーの。

第5図工事計薗と発掘諦査範凶
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第 l節遺跡の概要

本来の遺跡範聞は、丘陵先端部、北側の斜面、沢地に面した北東斜面の北西…南東約70m、北

東一南西約30mの範囲と推定される。範屈確認識査の結果から、破壊を免れている遺跡の範囲は、

北西一南東約40m、北東一南西約20mの範囲と考えられた。この全域が工事計画区域に含まれる

(第5図)。

発掘調査範閣外であるが、調査区の西側、丘陵の先端部近くの見晴らしのよい高台に大山祇神

等の神名と建立者名の彫られた昭和2年6月建立の石碑があるO また、遺跡南西の丘陵中腹と;遺

跡が面する沢の対岸の丘駿中腹には墓地がある。地元の吉老 (80歳代)の話では、背ここには大

きな屋敷があったが、その後、家屋敷をたたんで北海道の方に移って行った、という伝承がある、

とのことであった。

当初の発掘調変予定面積は700dであったが、遺構、遺物の分布する範閣の限界を確認するため

に、北側と南東側で若干の拡張を行い、最終の発掘調査面積は830niとなった。

第 2節調査の方法

発掘調査はグリッド法で行った(第6図)。対象範関全域にグリッドを設定するため、まず日本

道路公団が打設した路線中心杭ST A592+20(X: -36724.312、Y: -55056.025)を原点とし、国

家庭標第X系の南北方向に南北基準線Y軸を設定した。この基準線と直交して原点の基準杭を通

る線を東西基準線X軸とし、これらX.y両軸lこ4mX4mの方形メッシュを割り付けた。原点

をMA50とし、東西方向には、 X軸上を西lこ4m進む毎lこMB・MC.MD.・・と正)1頂に、東

に4m進む毎lこLT.LS.LR" .と逆)1慎に各々 A，......，Tまでの 2文字のアルファベットの紐

み合わせを付した。南北方向には、 Y輸を北lこ4m進む毎に51・52・53・・・と増加し、南に向

かう俸に49・48・47・・・と減少する 2桁のアラビア数字を付した。各グリッドの呼称、は、南東

隅を通るX軸とY軸の組み合わせで、 MA50・MB51・MC52・・・のように呼ぶこととした。

遺構は種類を略号で付し、検出)1聞に連番で遺構番号を付けた。原則として半裁または十字に土

層断面観察用のベルトを残して、 2または 4分割法による精査を行った。

遺物は遺構単位及びグリッド単位に取り上げ、遺物番号、グリッド名または遺構名、出土した

年月日を記入した酎水性荷札を添付した。なお、遺構によっては埋土で一括して取り上げ

たものもある O 火山灰や炭化物等が確認された場合は、自然科学的分析を行うためにサンプリン

グを実施した。

平面図及び断面図は、原則として 1/20、細部状況を表すために適宜 1/10の縮尺で作成し、そ

れぞれにレベルを記入した。作間にあたっては、グリッド杭を利用した簡易遺り方測量によった。

断面図には土色・竪さ・しまり・土性・混入物を注記した。必要に応じてエレベーション図も作

- 11 



第3章発掘調査の概要

成した。

発掘調査における は、 35mm半iJカメラに、モノク口、カラーリバーサル(スライド用)

のフィルムを装着し、必要に応じてネガカラーも用いた。図面記録は、現場で実測した図をもと

に、平面留と断面図等を組み合わせた第 2原闘を作成した。

遺物は、洗浄・注記・接合・復元の後、選別して原寸で実測図を作成し、報告書に掲載するに

あたって適宜縮尺した。実測図にはスケールを入れて示した。写真は、 35mm判カメラにマイクロ

レンズ (55mm、135mm)を装着し、撮影した。

(瓦

/ 

第 6図 発掘調査区のグリッド設定図
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第3節調査経過

第3節調査経過

発掘調査は1994(平成6)年 5月11日(月)から 6月176(金)まで行った。初日、 2日自に機材

搬入・調査区内の片付け等を行い、 3日目から粗掘を開始した。以下、調査の経過は第 1表に示し

た。期間中、 5月間日、隣接して行われていた工事の影響で、コンテナハウス周辺の地面に亀裂が

入り崩壊するおそれがでてきたため、 5月24日コンテナハウス等の移転を行った。 6月 9日、アマ

チュア写真家の吉川信子氏が来跡し、発掘作業のスナップ。写真を熱心に撮影して行った。 6月日

目、平安時代の竪穴住居跡を切る土坑から火山灰を検出し、サンプリングした0

6月17日で発掘調査を終了した後、秋田県埋蔵文化財センターで写真、図面類、遺物の整理作業

を行い、 しfこO

第 1表調査経過表

月日
月 月6 

業作 11 12 13 16 17 18 19 20 23 24 25 26 27 30 31 1 1 2 316 7 18 9 110 13 14 15 16 17 

準備
1= ャー一一一 ド 戸口=撤収

粗掘

遺構
ド口コ

検出

精査
件

実測

-13-



第 311言発掘調査の概要

54-一ーー

53一一一一17.50 

52一一一一

51一一一一

50一一一一

49一一一一

48一一一

47一一一一

46一一一一

検出遺構一覧

S K01土坑 S X(N)13焼土群

S K 102竪穴遺構 S K14土坑

S K 104竪穴遺構 S K 1 15竪穴遺構

S D05溝跡 S D18溝跡

S K09土坑 S N19カマド状遺構

S 1 10竪穴住居跡 S 1 21竪穴住居跡

S X(P)llピット群 S B22建物跡

S 1 12竪穴住居跡 S K23土坑

16.00 1550 15 00 

17.00 

18.00 

。
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第7図遺構配置図
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第 4章調査の記録

第 1節基本層序

発掘調査範囲は南西から北東に下る斜面である。斜面上部と中部では、基本的に I麗:表土(耕

作土)、 E臆:黒褐色土、班層:にぷい黄褐色土(地山漸移層)、 IV層:黄褐色土(地山〉である

(第81翌D。層厚は、 I層が 5'""15c図、立層が 5，...__，20cm、E層は部分的にしか存在せず厚い部分で

も5cm程度である。一部では畑地造成のため高いところを削って低いところに盛土しているの

で、 I層の下に惇さ 5，...__，10cmの盛土(暗褐色土)が入る。斜面下部から調査区北東側の沢際にか

けてはしだいに盛土が厚くなり、沢際では約40c皿と最も厚い。その下には豆層の黒褐色土が薄く

堆積し、地111土を覆っている。

盛土が厚く堆積した斜面下部以外は、地表面から地山上面までが15，...__，25cmと比較的薄く、植物

根がH層中まで入り込み子し!壊が多いo II層には、整地や耕作の影響を受けているためか、土師器

の細片が近現代の陶磁器やガラス片、ビニーノレ等とともに含まれている。遺構は、亜層上面で黒

色土のプランとして確認したが、斜面中部の車層がない部分ではIV層(地111)上面で確認した。

調査区の中央付近には、調査区北東側の沢に関口する南西一北東方向の小さな沢が埋没してい

1 a 10YR6/6Us黄褐色粘土質シルト きわめてしまりあり 池山土の再堆積
一一日=20.000m一一 1 b 10'tR3/2黒褐色シルト ややしまりなし 植物根が繁茂し孔隙が多い -H=20.000m 

1 c 10YR3/2黒褐色シルト しまりあり 地山小粒5%含む
焼オニ小中立 1%含む 炭化物小粒2%含む

I一d 10YR3/31暗褐色シルト ややしまりあり 地山30%混じる
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第4主主 調査の記録

た。この沢の埋土は黒褐色粘土質シルト層で(第15図の 9層入沢頭から沢尻に向かつてしだいに

くなり、沢尻付近で厚さ約70cmに達する。沢頭に近い部分の埋土下層に縄文時代中期の土器を

包含するO 沢尻付近の一部では、 SB22建物跡を覆っている地山土ブロックや焼土粒、炭化物粒

の多量に入った土が埋土の黒褐色粘土質シルト層のよに堆積し、さらにその上面から SN19カマ

ド状遺構が構築されていた。第五層はこの上を覆っている。

埋没沢から北側では削平が著しく、 IV層(地山)に及んでおり、 10""""20cmのI層を剥除すると

すぐに地山が露出する状態であった。かろうじて S1 21竪穴住居跡の炉跡の一部が残存してい

た。

第 2節検出遺構と遺物

l 縄文時代

縄文時代の遺構は竪穴住居跡 1棟、土坑 1基である。調査区中央部には、 に縄文時代

中期の土器を包含する南西-北東方向の小さな沢跡が埋没していた。竪穴住居跡はこの沢の北西

側、土坑は南側にある。

(1 ) 竪穴住居跡

S I 21竪穴住居跡(第ト 10図、図版 2-1， 7) 

調査区北東部のMD53グリッドで炉跡を検出した。調査区北東部は畑地造成のため削平が著し

くW層(地山)にまで及んでおり、遺構は20cm程度の耕作土を除去した地山面で検出した。炉跡

以外の施設は削平のためか検出されなかった。

炉跡は楕円形の浅い土坑と土器埋設部とからなる複式炉であるO 土坑の平面形は長軸45cm、短

紺]40cmの楕円形で、あるO 壁は緩やかに傾斜し最も深い中央部の深さは約 6cmで、あるO 土器埋設部

との接続部分は削平により不明瞭であった。埋土中には焼土と炭化物を含む。土器埋設部の対面

では全体に焼土が多量に含まれ、中央部から土器埋設部近くでは炭化物が多い。底面と側面は火

熱により若干赤変している。土器埋設部の掘形は、誼径約20cm、深さ18cmの円筒形である。この

仁1]に深鉢形土器を正立させている。土器は二次火熱により内外面とも若干赤変している。

四の揃形埋土も焼土化している。土器内部の埋土にはわずかに焼土粒と炭化物粒を含む。

埋土上部には蓋をするように長さ約 9畑、幅約 7畑、厚さ約 4cmの亜円燥が置かれていた。炉内

炭化物のHC年代測定値は3，440:=t90 (B. C .1，490)であった(第5章参照)。埋設土器は腕部下半

のみが残存する。底径7.3cm、残存高14.5cmで、ある。胴部は底部からやや開き気味に直線的に立ち

上がる。服部中央から上半部には、太い沈線によって横位に展開する曲線的な区画文を描く。底

辺部からIz:画文が描かれる腕下部までは縦回転のRL単節斜縄文を施文するO 器面の大部分でニ
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第 2節 検出遺構と遺物

@ 

) 

S K14 

一下9 二泊/ 一一日=17.200m 一一

¥ 3 1 }、ず
I L 2〆 f50cm 。
{ 5'-ニヶ~ミ-..' ¥ 

同....._ー 4_f¥!j5J 
S 121竪穴伎居跡 でラ....--..
1 10YH2!3黒褐色シルト しまりあり 地山jニブロック30%混じる 焼土小粒 1%含む 5/ 
炭化物大粒10%含む

2 10Yl'i3!2黒褐色枯土賢シルト しまりあり 治山之10%混じる 炭化物大粒10%含む
3 10YH4!4褐色粘土質シルト しまりあり 地j[l土10%混じる 焼土 (2.5YH3!61倍赤褐色)
部分40%あり 炭化物大粒5%含む

行1。
4 10YE6!6明資褐色粘土 きわめてしまりあり 焼土中粒 1%含む炭化物小粒1%含む
5 10YE4!4褐色粘土 しまりあり 焼土部分10%あり 炭化物小粒5%含む OYH3!31溶褐色シルト しまりあり

S K14土坑
1 10YH2!3窯渇色シルト しまりあり 池山小粒2%含む
2 10YH3!2黒褐色シルト ややしまりなし 地山中粒10%混じる 炭化物小粒 1%含む 5 
3 10YE4!4褐色粘土質シルト ややしまりなし 地山と黒褐色の混土地山土は崩壊したブロック状

第9図 S I 21竪穴住居跡、 SK 14土坑

地山土30%混じる 地L11土と黒褐
色土がIi腐をなす
OYH6!6明議褐色粘土質、ンルト
しまりあり 黒褐色こl二20%混じる

次火熱による剥落が著しく、文様モチーフは正確に復元できないが、沈線の痕跡などから第10図

に示したようなモチーフと考えられるO すなわち、腕下半部に横位に 1条の沈線を巡らし、その

一部が大きく上方に展開して大波頭文となるO この大波頭文の先端部が渦巻状に入り組む部分の

下部には、同じ沈線を間曲させて 2個の小波頭文を描く。 これら 3侶の波頭文は連続する l本の

沈線によって描かれ、 この沈線は胴部を 1巡する O 縄文は底辺部から沈線で区画された波頭文内

部に充損施文されるO また、胴中央部の大波頭文以外の部分は欠失するが、おそらくこの医踊沈

線からは独立した円形あるいはe字形、 C字形、 U字形、逆e字形、逆C字形、逆U字形等の区

画文が 2単位描かれ、内部に縄文が充填されていたと思われる。

(2) 土坑

S I 14土坑(第9図、民版2-2) 

調査区南部の斜面中腹で検出した。 MA48グリッドのほぼ中央部である。検出面はIV層(地山)

上面で、南から北に緩く傾斜している。上端、下端とも平面形はほぼ円形で、上端の直径が約80

cm (最大径82cm、最小径75cm)、下端の直径が約60cm(最大径64cm、最小径59cm)である。底面は

南側が高く、北側に低く傾斜し、若干凹凸があるO 深さは南側、北側とも約50cmである。北側、

南側とも底面から約30cm上位で、最も径が狭くなり、そこから上端に向かつて聞くフラスコ状の形

17 



第4章調査の記録

態の土坑である O

埋土は、オーバーハンクーする壁の一部が崩落した地山ブロック (5層)が底面の壁際に堆積し、

そのよに地山土の混じる暗褐色土 (4層)と黒褐色土 (3層〉が流入している。その後、埋没せず

に残った凹部に黒褐色土(1層、 2層)が流入したものである。関口したまま廃棄され、その後自

然に埋没したと考えられる。土坑内から造物は出土しなかった。形態、廃棄の状態から縄文時代

の貯蔵穴と推定されるO

ス
ク
リ
ー
ン
ト
l
ン
は
推
定
縄
文
部
分

第10図 遺構内出土遺物(1)8121竪穴住賠跡炉埋設土器と文様復元国
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第 2節検出遺構と遺物

2 平安時代

平安時代の遺構は竪穴住居跡2棟、土坑 1基の計3遺構である。竪穴住居跡は、重複のない状

態で検出した。調査区の中央部から南側にかけての斜面に、 2棟の竪穴住居跡が直線距離で約 5

m離れて、南北約10m、東西約15mの範囲に分布する。 2棟とも最も残りのよい斜面上部側の壁

は、等高線に平行となる方向(北西-南東方向)で構築されていた。

土坑は S1 12竪穴住居跡が廃棄された後、竪穴に 5crn樫培褐色土が堆積した後で掘り込まれた

もので¥， S 1 12竪穴住居跡の西側に完全に重複する位置で検出した。

S 1 12竪穴住居跡床面及び周辺では、柱穴様の小ピットや楕円形の小土坑が47基あった。これ

らの小ピット等のうち、竪穴住居跡の壁際や壁溝内にある小ピット 9基は S1 12竪穴住居跡に付

属するものと考えられる。それ以外の小ピット等38基はSX(P) 11ピット群として一括する。

小ピット内出土遺物がないことから時期不明遺構の項に記載するが、これらのピットの中には後

述するように S1 12竪穴住居跡の柱穴の可能性があるものも含まれている。

また、 S1 12竪穴住居跡床面及び周辺には、地床炉とおぼしき地山顕の焼土が11筒所検出され

た。 S1 12竪穴住居跡中央付近に並ぶ地UJ面の焼土7箆所は、その上を竪穴住居跡の埋土が覆う

ことから、 S1 12竪穴住居跡に付属するものと考えられる。これら以外の 4笥所の焼土は、覆土

が表土から撹乱を受けた状態であったため、焼土が形成された地山面がS1 12竪穴住居跡の埋土

下になるのかどうか判然、としなかった。そこで、これらは S1 12竪穴住居跡に付属することが確

実でないという意味でSX (N) 13焼土群として一括し、時期不明遺構の項に記載するが、後述

するように S1 12竪穴住居跡のカマド燃焼部の痕跡である可能性のあるものも含まれている。

(i) 竪穴柱居跡

S 110竪穴住居跡(第11• 12 • 14図、図版3ーし 7)

調査区南部、南西から北東に下る斜面中腹のLS47.錦、 LT 47 e 48グリッドで検出した。 1

(表土)と IIJ雷(黒褐色土)を除去した段階で、直属(地山漸移!醤)上面で耳層の落ち込みに

よる方形の黒褐色土のプランとして検出した。

斜面上部側で最も残りのよい南西壁の長さは 3m60crnで、ある。等高線に護交する北田壁と南東

壁は、地山を掘り込んだ部分のみが残存し、斜面上部側から下部側に向かつてしだいに低くなる。

北西壁の残存長は 2m32crn、南東壁の残存長は 2m46crnである。斜面の下部側になる北東壁は地

山漸移層より上位の旧表土中に構築されていたものと考えられ、竪穴住居跡の廃棄後、流失@削

より失われている。竪穴の深さは、南西壁では約40crnで、ある。

地山土を掘り下げて作出した平坦な床面の範囲は、北西壁側で 2m 96crn、南東壁側で 2m90crn 

である。斜面下部側の平坦な床面範囲の境界からやや下慨にかけて誌面が焼けたピットがあり土

師器の破片が出土している。このピットの辺りまでは竪穴住居跡内に含まれると考えられるの
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第4章調査の記録

C11 

16.273 

ムド17.000m

日=17.000m
同一個体遊物の分布状況

10YR2/2黒褐色シルト ややしまりあり 焼土小粒 1%含む炭化物極小粒 1%含む

10YR2/2黒褐色シルト しまりあり 炭化物小粒 1%含む

3 10YR3/2黒褐色シルト しまりあり 地山中粒 5%混じる 焼土極小粒 1%含む炭化物極小粒 1%含む

4 10YR2/3黒褐色シルト しまりあり 地山極小粒 1%混じる 炭化物極小中立 1%含む

5 10YR2/2黒褐色シルト しまりあり 焼土中粒5%含む炭化物小粒 2%含む

6 10YR2/2黒褐色シルト しまりあり 地山小粒10%混じる

7 10YR3/3階褐色シルト しまりあり 地L1J-r30%混じる 焼jこ小粒 1%含む炭化物緩小粒 2%含む
8 10YR3/2黒褐色粘土質シルト しまりあり 粘性あり 地山土30%混じる

9 10YR3/3階褐色シルト しまりあり 地山小粒5%混じる

10 10YR3/4 ~褐色シルト しまりあり 池山土30%混じる

第 11図 S I 10竪穴住賠跡
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第 2節検出遺講と遺物

で、床面の範囲は、各壁の中央付近では南西一北東が約3m80cm、南東一北西が約3m70cm、竪

穴掘形の上端における規模は、南西-北東が約4m20c頭、南東一北西が約3m90cmと推定される。

西隅及び南隅において壁の下端ラインどうしがつくる角はいずれも直角ではなく、西隅は約86

度、南隅は約106度である。したがって竪穴住居跡の平面形はややいび、つな長方形となるO

南西壁の方位はN-51
0
-Wである。北西壁の方位はN-430 - E、南東壁の方位はN-550

Eである。援溝はない。

埋土の主体は黒褐色シルト (1-3"4層)で、炭化物の極小粒をわずかに含む。床面を直接覆う

最下層は、地山土が混じる黒褐色シノレト (6層)と焼土粒を含む黒褐色シノレト (5層)であるが、

焼土粒を含むのは床面に形成された炉の上部及び周辺のみであることから、この焼土粒の供給源

は炉跡と考えられ、埋土最下層も基本的には埋土上層と同種の土壌である。竪穴の廃棄後、壁際

。一
マ荒立亡1

土日出16.200m J:!_ 

フ早知V

な::b ιと〉 4三b
P10 

4~3 
_H=16.200m 1 ニニ

可丈γ ニサ/3/
4~弘J

b 

S 110 堅苦穴住民跡 P6 
1 10YR2/2黒褐色シルト しまりあり 焼土極小粒1%含む炭化物極小粒2%含む
2 10YR2/3票、褐色シルト しまりあり 炭化物極小粒 1%含む
3 10YR2/2黒褐色シルト しまりあり 地山ニ!こ10%混じる
4 10羽13/3暗褐色シルト しまりあり
5 10YR3/2黒褐色シルト しまりあり 焼土大粒30%含む炭化物極小粒 1%含む
S 110 竪穴住民跡 P7 
1 10'r'R2/2黒褐色シルト しまりあり 地山土10%混じる 炭化物極小粒5%合む
2 10YR2/3黒褐色シルト しまりあり 地山小粉:晴海じる 炭化物極付立 1%含む
3 10YR2/3黒褐色シルト しまりあり 地ill土15%混じる
4 10YR2/2黒褐色シルト しまりあり 士tll山こと30%混じる
5 10YR2/1黒色シルト しまりあり 地山←1~20%混じる 炭化物極小粒10%合む
S 110 務穴住居跡 P10 
1 10'r'R2/2黒褐色シルト しまりあり
2 10YR2/2黒褐色シルト しまりあり 地UJゴ~20%混じる
3 10YR3/2黒褐色シルト ややしまりあり 地山一L10%混じる
4 10YR3/2黒褐色シルト しまりあり 地山小粒5%混じる
S 110 竪穴住居跡 Pll 
1 10YR2/3黒褐色シルト しまりあり 士山tll小粒5%混じる
2 10王'R3/2黒褐色シルト ややしまりあり 士tlllLI小粒15%混じる
3 10YR3/31階褐色シルト しまりあり 地山ごと30%混じる
4 10YR3/31溶褐色シルト しまりあり 地ILJ~I:.10%混じる
5 10Y'R6/8明黄褐色粘土質シルト ややしまりなし 階褐色土30%混じる

。
市

S 110堅穴住居跡 P 14 
1 10YR2/3黒褐色シルト しまりあり 地tll小粒2%混じる
2 10YR3/2黒褐色シルト しまりあり 地山土30%混じる
3 10YR3/3階褐色シルト しまりあり 黒褐色二!こ10%混じる
S 110竪穴住居跡、 P 15 
1 lOYR2/3黒褐色シルト しまりあり 地IIJ維小粒5%混じる 撹きL
2 10YR3/3階褐色シルト しまりあり えUlld:40%混じる
3 lOYR3/2黒褐色シルト しまりあり よt!l山小粒 1%混じる
4 10YR3/3磁褐色シルト きわめてしまりあり 地山中粒5%混じる 焼土小粒 1%含む
5 lOYR4/4褐色シルト しまりあり 地山上30%滋じる
6 10YR3/4 H奇褐色シルト しまりあり 地山土20%混じる 焼土小粒 1%含む炭化物小粒2%含む

第 12図 S 110竪穴住居跡のどット
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第4章調査の記録

に周囲から 7サ・ 10層が流入し、全体にト 6層の母材である黒褐色シルトが薄く堆積した後、

同種の土壌である 3層が斜面上部から流入したものであろう。したがってこの竪穴住居跡は魔棄

後自然に埋没したものと考えられる。

床面は平坦で、斜面下部側の北東方向にわずかに傾斜するO 南西壁は外側に聞き気味に傾斜し

て立ち上がる O 北西壁、南東壁もやや外側に開き気味である。これは竪穴住居跡廃棄後の壁が崩

落した後の状態であり、構築当初は垂直に近い立ち上がりであったと推測されるO

柱穴様ピットは竪穴住居跡範囲の内側、周囲で計22基を検出したが、 P4、P6は床面に形成さ

れた地床炉を切っており、竪穴住居廃棄後のものである。 P7、P10、Pllはいずれも不整形で埋

土中に地山土が多く混じることから、竪穴住居廃絶後の撹乱の可能性が高い。主柱穴とおぼしき

柱穴はない。あえて規格性を探せば、西隅と南隅がわずかに窪んでいる (PL， P 22)のと、北西

壁の中央やや問よりと南東壁の中央やや東よりの位置に小規模なピットが認められる (P19、P

9)のが竪穴住居跡の長軸に対称な配置といえようか。

カマド跡は検出されなかった。南西壁際のP5、北東壁際のP15は浅い小ピットの底面が焼けて

おり、.カマドの燃焼部の可能性も考えられたが、いずれもカマドの袖、煙道を構築した痕跡が認

められず、 P15では周囲が不定形に掘り窪められて低くなって小ピット (P14、P18)が隣接し

ており、カマドとは異なる地床炉のような施設と判断した。

P 5， P 15の{也、床面の中央やや南西よりには、南西 北東方向を長軸とする長軸 2m、短軸 l

m 4 cm"""58cmの地床炉がある。平坦な床面が強い火熱を受けて赤変、硬化している。

遺物は、埋土中と床面及びP15の中から出土した。土師器杯4個体、土師器聾4偲体分の破片

である。床面の地床炉から第 14図2の土師器杯、 P15内から 6の表面に斜格子自タタキ痕のある

土師器薬が出土した。 4、5の土師器杯は埋土下層から、 3の土師器杯は埋土上層から出土した。

須恵器は出土しなかった。

S I 12竪穴住居跡(第13• 14図、図版2-3、7)

調査区南西部、南西から北東に下る斜面中腹のMA48049、MB48 • 49 • 50グリッドで検出し

fこO

遺構は、 I層(表土)と五層(黒褐色土)を除去した段糖で、盟題(地山漸移層)上面でE

の落ち込みによる方形の黒褐色土のプランとして検出した。

この竪穴住居跡は、廃棄後の床面上に約 5cmの暗褐色土が堆積した状態で完全に埋まり切る前

にSK23土坑が掠り込まれており、 SK23土坑より古い。また、竪穴住居跡の北東部は援が失わ

れ、地山が緩やかに傾斜する面が広がっていて竪穴住居跡の北東側の境界を確定することができ

なかった。

斜面上部側で最も残りのよい南西援の長さは 4m 4 cmで、ある。等高線に直交する北西壁と南東
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第2節検出遺構と遺物

壁は、地山を掘り込んだ部分のみが残存し、斜面上部側から下部側に向かつてしだいに低くなる O

北西壁の残存長は 2m48cm、南東壁の残存長は 1m36cmで、ある。斜面の下部側になる北東壁は地

山漸移層より上位の!日表土中に構築されていたものと考えられ、竪穴住居跡の廃棄後失われてい

る。竪穴の深さは、南西護側では約52cmであるO

地山土を掘り下げて作出した平坦な床面の範囲は北西壁側で約4m、南東壁側で約4m50cmが

認められ、その北東側は 2mほど緩やかに傾斜し、さらに北東側で原地形のややきつい傾斜とな

る。

竪穴住居跡の西隅及び南践において壁の下端ラインどうしがつくる角はいずれも直角ではな

く、西隅は約98度、南隅は約97度であるO したがって竪穴住居跡の平面形は台形と推測される。

南西壁の方位はN 350-Wである。北西壁の方位はN-480 - E、南東壁の方位はN-630-E 

である。

埋土の主体は黒褐色シルト (1リ..3層)で、炭化物と焼土の小粒をわずかに含む。床面を直接

覆う最下層は、地山土が混じる暗褐色シルト (4層)である。南西壁際付近では竪穴住居跡廃棄後

に木根が入り込み壁が崩落した部分があるO 竪穴の廃棄後、南西援の崩落が始まり、南西側(斜

面上部)の壁際には地山土が多く混じる暗褐色シルト (6..7層)や黒褐色シルト (5層)が断面

三角形に堆積し、壁際は比較的早く裡没するO この時点で竪穴中央部の床面には、母材がト 7層

と基本的に同種の暗褐色シルト (4層)が 5cm前後の厚さで堆積しているO 竪穴住居跡がここまで

埋まり、浅い:産地となった時点でSK23土坑が掘り込まれている。その後、 SK23土坑の埋土最

上層には火山灰を含む黒褐色シルトが堆積し、さらにその上を黒褐色土(1リ・ 3層)が覆うo

lリ・ 3層は上部からの自然流入である。したがってこの竪穴住居跡は廃棄後自然に埋没した後、

S K23土坑が掘り込まれ埋め良される過程を経て、その後も自然に埋没したものと考えられる。

床面は平坦で、斜面下部側の北東方向にわずかに傾斜するO 南西壁はほぼ垂直に立ち上がるが、

壁面の凹凸が著しくオーバーハングする部分もあるO 北西壁、南東壁はやや外側に開き気味であ

る。これは竪穴住居跡廃棄後に壁が崩落した後の検出状態であり、構築当初はどの壁も君臨に近

い立ち上がりであったと推測されるo I幅12.........26cm、深さ 4.........7 cmの壁溝が南西壁の直下と北東壁

の一部に巡る。北西壁側は西から50cmまでは壁の直下、それより東 1m 4 cmは壁から離れ、竪穴

の内側に入り込む。壁溝の底面はやや回目がある。

壁際や壁溝内では柱穴様ピット等を 9基検出した。問調には上端部の長径76cm、短径62cm、底

面の臨径約48cmの小土坑 (P12ーのがあり、南西壁と北密接の壁溝はこの小土坑に接続するO 埋

土は暗褐色シルト主体で地山土が多く混じり炭化物小粒を含む。竪穴住居跡の埋土6膳に似るO

東隅には床面からの深さが33cmの柱穴 (P12-3)がある。南西壁側では壁溝内 (P12-4)、北東

援側では壁溝内 (P12-6・7e 8)と壁際 (P12-9 )、南東壁側では壁際 (P12-1・2)に柱穴様
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P 1-P38-SXCP)12ピット群
13-A-13心 SX(N)13焼土群

S K23土坑
A 10YR2/2黒褐色シルトしまりあり 総l粒の火山灰(10YR1/6-5/8潟~策褐)を20%含む部分的にブロック状lこ多量にかたまって合
まれる 地山極小粒2%混じる 炭化物小粒 5%含む

B 10YR3/11!lj褐色シルトしまり応り 地山こ仁20%混じる 炭化物大粒5%含む火山灰2%含む

C 10羽12/3黒褐色シルトしまりあり やや粘性あり 地山小位 5%混じる 焼こ仁鰻小粒 1%含む炭化物大粒2%含む火ILI灰 1%含む
D 10YR4/4褐色粘土質シルト しまりあり すti性あり 地LLI土40%混じる
日 10YR3/3階褐色シルト しまりあり 焼土小粒2%含む炭化物大-rjl粒 10%含む火山灰5%含む

F 10YR3/4 f碕褐色シルト しまりあり 地山中粒 10%混じる 火山灰 1%含む

G 10YR3/4時褐色シルト しまりあり 地山大粒 10%混じる 火山灰 15%含む

日 10YR3/3階褐色シルト しまりあり 地山土40%混じる 火山灰 1%含む

1 10YR3/41渚褐色シルト しまりあり 地111土20%混じる 火山灰 1%含む

第 13関 S 112竪穴住居跡、 SK23土坑、 SX (P) 11ゼット群、 SX (N) 13焼土群
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第2節検出遺構と遺物

のピットがあるO この範囲では柱穴配置の規則性は明確ではない。

試みに、深さが32clllのP12 -1と42clllのP12 -6を結ぶ線を想定すると、ほぼ南西壁と平行と

なるO これを手掛かりに、 SX(P) 11ピット群のピットも含め S1 12竪穴住居跡周辺のピット

で深さが30Clll以上あって竪穴住居跡の壁際の柱穴となりそうなものを探すと、 SX(P) 11ピッ

ト群のP11 • 14 • 37 • 32があるO これらによって 4偶と長軸方向の壁際に対面する 2組の柱穴配

とることを想定してみると、竪穴住居跡の長軸は関柱間の芯々距離で約4m 70.........，80Clll、短軸

方向は約 3m 70.........，80Clllと推定でき、竪穴住居の平面形態は長方形となる。また、 P14 • 32までは

広がらず、 P12 -3 • 5 • 1 • 6とSX(P) 11ピット群の P11 • 37が主柱穴と考えた場合には、

4隅と短軸方向の壁際に対面する 1紐の柱穴配墨となる。 ζの場合は、竪穴住居跡の長軸は隅柱

の芯々距離で約 3m 70Clll""""" 4 m30clll、短軸方向は約 3m20.........，30clllと推定でき、竪穴住居跡の平面

形態は台形となる。

明瞭なカマド跡は検出されなかったが、竪穴住居跡の範囲を上述のようにP14とP32を結ぶ線

までと想定した場合、 SX (N) 13焼土群の焼土Aがカマド燃焼部の痕跡である可能性がある。

また、 P11とP37を結ぷ線までと想定した場合には、 SX (N) 13焼土群の焼土Bがカマド燃焼

部の痕跡である可能性がある。いずれにしても、焼土の覆土が撹乱を受けた状態であったので¥

カマドの袖、煙道を構築した痕跡は検出できず、本来カマドを付設していたかどうかを判断する

には至らなかった。しかし、後述するように SK 1 15竪穴遺構の埋土中に合まれていた土師器支

脚の破片が、本来は本遺構のものであったとすれば、カマドが付設されていた可能性が高いとみ

ることもできる。

南西援直下の壁溝から約10Clll離れた地点から北東側では、平坦な床面が強い火熱を受けて赤

変、硬化した地床炉が長さ約 2m60clll、幅約80Clllの範囲で検出された。火焼面は6筒所に分かれ

るが、焼土粒や炭化物はこの範四一体に散乱しており、本来は一体の施設として認識されていた

と思われる。この範閉よりもやや南東側にも同様の地床ががある O

造物は、埋土上層 (1・ト 3層)から土師器護6個体分の破片、床面から土目前器杯2個体が出土

した。第14図7の土師器杯は床面出土であるO 口径が比較的小さく、口縁部が大きく外反する。

S 1 12 ~主穴住居跡

1 10YR2/3黒褐色シルト しまりあり 地山小粒5%混じる 焼土小粒2%含む炭化物小粒2%含む

10YR2/2黒褐色シルト しまりあり 池山小粒2%混じる 焼土極小粒 1%含む炭化物緩小粒 1%含む

10YR2/2黒褐色シルト しまりあり 池山土5%混じる 焼土小粒2%主主む炭化物ヰI粒2%含む

4 10YR3/3培褐色シルト しまりあり やや粘性あり 地山 40%混じる 焼土極小粒2%含む炭化物極小粒2%含む

5 10YR3/2祭褐色シルト しまりあり 地山小粒5%混じる 炭化物極小粒2%含む

10YR3/4 Uき褐色シルト しまりあり 地山土20%混じる

10YR3/3暗褐色粘土質シルト しまりあり 池山土40%混じる

8 10YR6/6明演褐色粘土質シルト しまりあり 黒褐色土20%混じる

9 lOYR2/3黒褐色粘土質シルト ややしまりあり やや粘性あり 地山中粒20%混じる

11 10YR4/3にぷい黄褐色シルト しまりあり 地山 i二30%混じる

12 10YR3/2黒褐色シルト しまりあり 地山 i二10%混じる 炭化物極小粒2%含む
13 10YR3/4踏渇色シルト しまりあり 地山中~小粒 10%混じる 炭化物小粒2%含む

14 10YR4/4褐色シルト しまりあり 地山土40%混じる
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第4章調査の記録

この他、床面からは回転糸切り痕のある土師器杯の底部が出土した。須恵器は出土しなかった。

(2) 土坑

S K23土坑(第13図、図版2-3ベ・ 5 ) 

調査区南西部の斜面中腹、 MB49グリッドで検出した。 S1 12竪穴住居跡と し、本土坑が

新しし、。 S1 12竪穴住居跡の廃棄後、竪穴に 5cm程暗褐色シルト(埋土4層)が堆積した後で掘

り込まれたもので¥ S 1 12竪穴住居跡の埋土4層上面が検出面であるO

上端の平面形は、直径が約 1m30cm (最大径 1m38cm、最小径 1m24cm)の円形である。下端

十γ寸 8

¥亡ーとごク 8

日潟、叶.. ....ムA

併す~:J.) ¥ I 
IFt 川口
てrv んJ日

4 

2~ 6 S 110 
7 S 112 
8~10 SKI15 

~ ----'--'-";;;;;-二プ 5 

7 

10 

。 5cm 

第14国 遺構内出こと遺物(2) S 1 10・12竪穴住居跡、 SK 1 15竪穴遺構
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第2節検出遺構と遺物

は、長径 1m 4 cm、短径86cmの楕円形である。底面西側には、長径82cm、短径48cmの楕円形に 5

cmほど窪んだ部分がある。底面は平埠であるが、北側に傾斜し、南側と北側では10cm程の高低差

があるO 検出面からの深さは南側で、14cm、北側で28cmである。

埋土は黒褐色シルトと暗褐色シノレトからなるO 地山土が多量に混じり壁の崩落土と考えられる

D層以外の各層には火山灰が含まれること、最も火山灰を含むA層は埋土上部から底面にまで達

していること、火山灰はS1 12竪穴住居跡の埋土3J菌、 4層には含まれずSK23土坑の埋土にの

み混じることから、火山灰降下後に、火山灰を含む土を用いて土坑を人為的に埋め戻したものと

推測される。したがってこの土坑から検出した火山灰は、降灰で堆積したものではなく人為的搬

入による二次的な堆讃であると考えられる。土坑の構築時期は火山灰降下後、そう遅くない時期

と推定されるO 火山灰は屈折率測定の結果、十和田a火山灰の可能性が高い。

底面西側の窪みでは 2箇所で炭化した板材を検出した。炭化板材は、 A:長さ約24cm、幅約9

cm、厚さ 1，......， 2 cmの杉材、 B:長さ約17cm、幅約8cm、厚さ 1，......， 2 cmの栗材である。この部分を

覆う埋土E層、 B層にも炭化物の大粒が多く含まれていた。炭化材以外の遺物は出土しなかった。

炭化板材Aの14C年代測定舗は1，420::1::80(A.D.530)であった(第5章参照)。

3 鎌倉時代

鎌倉時代の遺構は、建物跡 1棟、竪穴遺構位)1棟、カマド状遺構 1基である。いずれも調査区中

央部の斜面下部で検出した。 SB22建物跡の溝底面から出土した珠洲陶器の壷が、吉岡康暢氏の

珠洲陶器編年の第乱期 (13世紀第 1四半期〉頃製作と考えられること、 SB22建物跡の廃棄後に

その上を覆う土層は、焼土粒、炭化物粒を含み地山土がブロック状に多量に混じる培褐色土層で

あるが、この土層は人為的埋め戻しである SK 1 15竪穴遺構の埋土と同じもので¥これら 2棟は

同時期存在と考えられることから、これら 2遺構の廃絶年代の上限をおよそ西暦1，200年前後と推

定し、帰震時期を鎌倉時代とした。また、 SN19カマド状遺構は、 SB22建物跡の人為的埋め戻

しによる覆土の誌がりの上面から構築されており、 SB22建物跡と SK 1 15竪穴遺構の廃絶直後

の造営と考えられることから、鎌倉時代に帰属すると判断した。

(註)

これに類する遺構について、工藤清泰氏は浪岡城跡での検出例の分析から、性格不明竪穴遺構と「中

世竪穴建物跡、」とを区別し、竪穴建物跡の基礎概念を 4点にまとめている。[昭和58年度浪岡城跡発掘調

査報告書「浪岡城跡VJIJ浪岡町教育委員会 1985 (昭和60年)Jこれとは別に、遺構の呼称については渡

辺修一氏の問題提起があり、従来の竪穴住居跡を竪穴建物跡と呼称することを提案しているo [1竪穴住

居Jか「竪穴建物Jか f研究連絡誌』第34号 財罰法人千葉県文化財センター 1992 (平成4年)J渡

辺氏の主張に沿えば、工藤氏の竪穴建物跡、は是正されるべき用語(竪穴住居跡)の存在を前提にしてお
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第4章調査の記録

り、用語体系全体を再検討しようとする場合にはそのまま容認することができない用語規定となろう。

渡辺氏は従来の用語を整理するに当たって掘立柱建物跡については見解を保留しており、今後さらに主

張を展開して行く途中と考えられる。渡辺氏の主張は大変重要な問題提起であるとの認識に立ちながら

も、現時点では従来の用語体系に代わる用語体系が不完全な状態であるので、本書では従来の用語を踏

襲しておく。

竪穴建物跡の用語も工藤氏の基礎概念に当てはめて考えれば、本遺跡の竪穴遺構は、方形であること、

中世の遺構であること、炉@カマドがなく張り出しがあることの 3点で工藤氏の竪穴建物跡の要件を満

たすが、規格制が明瞭に認められる柱穴が存在しないため、上部構造を推定せしめる柱穴等の存在とい

う要件を確実に満たすものではなし1。したがって竪穴建物跡とは呼称せず竪穴遺構とする。

また、遺構を数える際の「軒」と「棟」については、 rT軒jは「家Jの、「棟」は「建物Jの助数詞で

あり、竪穴住居一つが一つの家を示すとは言えない事例の存在が既に明らかになっている」という渡辺

氏の主張が妥当と考えられるので、明らかに「家」を意味する場合以外は「棟jを用いた。

(1 ) 建物跡

S 822建物跡(第15• 16 • 17 • 18図、図版4 いわ 3、7e 8) 

調査区中央部の南西から北東に下る斜面下部、 LS 5 L. L T 50 • 51、MA50• 51グリッドで検

出した。 1層(表土)と盛土、 E層(黒褐色土)を除去した段階で、 LT50 • 51、MA51グリッ

ドで、焼土粒、炭化物粒、土師器小破片とともにブロック状の地山土が多量に混じる培褐色土層

(第15図のト 6・8層)の誌がりを検出した。特に地山土が多く含まれる 5層と 8層の範囲を図示

したが、 6層はこの範囲の北東側に斜面に沿って広がるo S B22建物跡の北西側半分は、この培

褐色土に覆われ、南東側半分はE層(地山漸移層〉上面で黒褐色土の落ち込みとして確認した。

S B22建物跡の北西側の断面土層を観察すると、地山土が多量に混じる層は黒褐色土の間層 (7

を挟んで上下2層 (5層と 8層)に分離されるo5層と同じ堆積面では斜面の下方に 5層より

地山土の混じる割合が少ない 6層が広がる。 5• 6層を覆う 4層にも焼土粒、炭化物粒が多く含ま

れる。これらの土層には土師器の小破片が多く合まれ、それに混じって珠洲陶器の査の破片も

あった。調査区北東部には埋土下層に縄文時代中期後葉の土器を包合する埋没沢があるが、

時代には 9層上記近くまで埋没が進み、 4-----8層が堆積する車前には、 10m四万ほどが周囲よりや

や低い窪地となっていたと推測される。 4-----8躍の分布範閣はこの窪地を中心に、埋没沢の南東

4 10YR3/2 ~黒褐色シルト しまりあり 地山中~小粒2%混じる 燐土!J、粒 5%含む炭化物小~r仲立 7%含む
5 10YR3/31磁褐色シルト しまりあり 地山大プロック 40%滋じる 燐土小~中粒3%含む炭化物小粒5%含む地山・焼jこ・炭化物
の混じった再堆積二i二

6 10YR3/3階褐色シルト しまりあり 地山二iニ10%混じる 焼土極小粒 1%含む炭化物極小粒~小粒2%含む
7 10YR3/2黒褐色シルト しまりあり 地山小粒2%混じる 焼土小粒5%含む炭化物小粒5%含む
8 10YR3/4隠ー褐色粘土質シルト しまりあり 地Lld:5%混じる 焼土小~[:jJ粒 7%含む 炭化物極小~小粒3%含む
9 10YR2/2黒褐色粘土質シルト しまりあり やや粘性あり 暗褐色土30%混じる 池山小粒5%混じる 焼j二小粒1%含む炭化物小
粒2%含む

10 10YR3/4階褐色粘土質シルト きわめてしまりあり やや粘性あり 地山土r:IJの燦(30mm以下)20%含む
11 10YR4/4掲色粘土質シルト きわめてしまりあり やや粘性あり 暗褐色土30%混じる 地山土ゅの燦(lOmm以下)10%含む
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側一帯の南北約15m、東西約8mの範聞に限られる。土師器や珠洲陶器の同一個体破片が4，.....， 8

膳にまたがって含まれること、地山土がブロック状に大量に含まれ、焼土粒、炭化物粒の粒子が

比較的大きく、分粒が進んでいないことから、 4，.....， 8層は長期間にわたって流水等によって自然、

流入して堆積した結果であるとは考えられず、組期間に人為的に埋め立てたものと考えられる。

さらに、地山土が多く混じる 5寸層は SB22建物跡の溝や柱穴様ピットの内部にも堆積してい

ること、 SB22建物跡の北東半分は、床面が直接8層に覆われていることから、 SB22建物跡廃

棄誼後に 4，.....， 8層の埋め立てが行われたと考えられる。

4，.....， 8層の供給源は、本遺構と SK I 15竪穴遺構のよ方にある SX(P)llピット群周辺の若干

の平場(第13図参照)が考えられるO ここには平安時代の SI 12竪穴住居跡があり、地山を削っ

て平場を作出した際に SI 12竪穴住居跡の一部を壊し、カマドや地床炉の炭化物、焼土とともに

残存していた土師器等も小破片となって埋土に混入したのではなかろうか。

S B22建物跡は、上記4，.....， 8層に一部が覆われたL字形の溝と、溝の東側に地山土を削って作

り出された平場及び柱穴様ピットと小土坑からなる。建物跡はL字形の溝に閉まれた平場内に建

てられているO

L字形の溝は平場の南東側と南西側を区画するO 溝が折れ曲がる商隅が斜面の最も高い位置に

あたるので、掘り込みの深さが最も深くなるO 斜面上部側にあたる南西側では、溝の長さは 3m

48cm、溝の深さは外側で36，.....， 6 cm、平場側で 13，.....， 3cmで、あるO 南西側は長さ 3m44cm、深さは外

側で37""'"4 cm、平場側で 9，.....， 2 cmで、ある。溝の底面標高は西隅が最も高く、南西側の末端で 8cm、

南東側の末端で 5cm低 ~\o 溝の外側上端ラインの方位は、南西側が N-370 -W、南東側が N

61
0 

-EであるO 南隅における溝の屈曲角は98
0

である。南東側の溝の中央に直径約70cm、深さ約

40cm、断面形が摺鉢形の小土坑が付属する。

C d 
- H=15.100m 

S B22建物跡目 b'0: …色シレト し…地山ブロ ク30%混じる 焼j二小粒5%含む炭化物小粒 5%
含む

2 10YR3!2黒褐色シルト しまりあり 地IlJ小粒 5%
混じる 燐土小粒 1%含む炭化物小粒 1%含む

3 10YR2!3黒褐色シルト しまりあり 地山小牧 1%
H=15.100 
一 色 混じる

γて七万r 4 10YH3!3時褐色シルト しまりあり 地山ブロック
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S 822建物跡 e-f 
1 10YR2/3黒褐色シルト

2 10YR3/2黒褐色シルト

3 10YR3/2黒褐色シルト

4 10YR2/2黒褐色シルト

しまりあり 地山中粒 10%混じる 炭化物[1"粒 2%含む
しまりあり 地山ブロック 40%混じる 炭化物小粒 5%含む

しまりあり 池山中粒5%混じる

しまりあり 地山小粒2%混じる

第16関 S 822建物跡のピットと溝
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第2節検出遺構と遺物

溝に閉まれた平場は、南西側の溝のほぼ中央から南東側の溝の先端を結ぶ範囲は地111を自Ijり、

それより北側の地山面が沢に向かつて傾斜する範囲では地山漸移層を残して作り出している。南

側半分はよく残っているが、北側は調査区東側の沢による侵食をうけて地山漸移層が流出してお

り、平場の北隅は失われているO 本来は約 3m50cm四方の平場であったと推測される。

柱穴様ピットは溝内に 4基、平場に11基、南東側の溝の外側に溝に沿って 3基を検出した。こ

のうち深さが30cm以上ある Pい 8・15が主柱穴で、建物の東@南@西も隅柱になる。柱の芯々距

離はPlとP8間が 3ml0cm、P8とP15間が 2m88cmである。柱間を結ぶラインは、溝とほぼ平

行し、南西側が N-35
0

-W、南東側が N-57
0

-EであるO 南隅における屈曲角は 920であるO 北

隅柱の推定位置では、平場を作り出していたはず、の地山漸移麗が崩れて急斜面になっていて検出

できなかった。これら以外の柱穴様ピットの配置に規則性はない。

カマド、炉跡等の火気施設は検出されなかった。

遺物は溝の中から土師器杯2個体、主柱穴のP8内から珠洲陶器 1個体が出土した。溝中から

出土した土師器はいずれも著しく磨滅した小破片である。珠洲陶器は覆土の 4，.....， 6層に含まれて

いたものも合わせると10破片があり、すべて同一個体である O 柱穴内から出土した破片と平場北

側の斜面6層中出土の破片が接合した。第17図11は吉岡康暢氏の分類によれば、紐叩打成形によ

る壷T種である。倒卵形の器形で、長めの頚部がコの字形に強く外半する。推定口径27.4cm、推定

腕径36.6cm、推定口胴指数は75で、比較的広口であるO 胴部の叩打は、頚基部から l段下がった部

位から右斜位の打庄痕が始まっている。打圧密度は 3cm当たり 8目である。内面には素文の押圧

具痕が残る。口頭部はロクロなで回し調整で、内面の屈曲部には口縁部成形の際の棒状工呉によ

o 5 cm 
」ニニヒニ==OJ

11 

第17図遺構内出土遺物(3) S B22建物跡溝内
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第4章調査の記録

ごごh
，点、t

写母子
ゾミf

13 

¥f  

。 5cm 

8図遺講内出土遺物(4) S B22建物跡
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第2節検出遺構と遺物

る浅い押引き痕が残る。口縁部は口端が肥厚し、端面がやや丸みを帯びた方頭で、内端は内側か

ら摘み気味に仕上げているO 頚部には口縁端部を外傾させた際の稜線が残る。以上のような珠洲

陶器編年の I期、 E期の特徴を有することから、この珠洲陶器壷の帰属年代は部暦1，200年を中心

とする約50年間の幅の中に収まるものと考えられる。

第18図13......，15はSB22建物跡を埋め立てた覆土から出土した。 13は6層から出土した須恵器杯

で底面に回転糸切り痕があるO 本遺跡の須恵器はこの l点のみであるo 12は7震から出土した土

師器杯、 14は土師器饗である。口縁部が外反した後、先端が上方に引き出され断面形が三角形と

なるo 12、14とも全体が2次火熱によって赤変し脆い。 16も7層から出土した。口縁部が外反す

る小型の護である O 口縁部の外面は横方向のハケメ調整痕が部分的に残る。網部は縦方向のハケ

メ調整を施す。口縁部から胴上部の内面は横方向、眠中央部は斜め方向のハケメ調整を施す。 17

は9層から出土した土師器小型護の底部である。底面に刻線があるo 15は広い範囲で 4......， 7層か

ら同一個体の破片が出土した。大型の土師器護であるO 口縁部が外反した後、口唇部が上方に直

立するO 胸部はやや膨らむ。口縁部から服上部は内外面ともロク口調整、外面の胸中央部以下は

縦方向のへラケズリである。 18は7層から出土した。内外面にタタキ自のある護の底部であるO

底面が直径5cmほどの平底となっているO 二次火熱によって赤変している。

(2) 竪穴遺棒

S K 115竪穴遺構(第19• 14図、図版3-2、7)

調査区中央部の南西から北東に下る斜面下部のLT 49 • 50グリッドで検出した。 1層(表土)

と盛土、 E麗(黒褐色土)を除去した段措で、班層(地山漸移震)上面で地山ブロックを含む黒

褐色土の落ち込みによる方形のプランとして検出した。 SB22建物跡の南側、斜面のやや上位に

位置するo 2棟の間は最短距離で1.5m離れている。

南西壁の中央部は床面が緩やかに上る張り出しとなっている。張り出しは北東側で上端のl幅約

1 m 6 cm、先端にあたる南西側の上端で、60cm、この間の長さが56cmで全体の形は台形である。張り

出しの先端では底面が住居跡床面から18cm高くなり、そこから壁がやや開き気味に立ち上がる。

壁の高さは34cmである。南東壁は残りがよく、中央部では獲の高さは34cmである。北西壁と南東

壁は上部が削平され高さは10"""15cm程度しかない。北隅は壁が崩れて変形している。南西壁上端

の南端を結んだ直線距離は 1m 72cmである。南東壁で 1m54cm、北西壁では 1m 78cm、北東壁は

1 m82cmである O 壁の下端の長さは、南西壁が 1m62cm、南東監で 1m46cm、北西壁では 1m56 

cm、北東壁は 1m62cmである。援の下端ラインどうしがつくる角は各隅とも直角に近い。全体の

形態は正方形に近い方形である。

南西壁の方位は N-31
0
-Wである。北東壁の方位は N-29

0
-W、北西壁の方位は N… 57

0

E、南東援の方位は N-57
0
-EであるO
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第4章調査の記録

床面の北側半分には、焼土粒と炭化物粒を少量含み地山土が多く混じった黄褐色粘土質シノレト

(9窟)で張床をしてあり、この部分が 5cmほど高くなっている O 張床は、竪穴中央付近から張り

出しと竪穴援の接点付近までを斜めに結んだ範聞の北側にのみ認められ、張り出し部分にはかか

らないようになっている。張床もそれ以外の部分もほぼ平坦である。南隅付近が若干窪んでいる。

壁溝、カマド、地床炉はない。

8 
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10YR2/3黒褐色シルト ややしまりなし 地山大ブロック 20%混じる 燐土小粒 1%含む炭化物磁小粒 1%含む
10YR3/2 ~禁掲色粘土質シノレト しまりあり 地山小粒 5%混じる 焼j二小粒 1%含む 炭化物極小粒 1%含む
10YR3/3階褐色粘土質シルト しまりあり 粘性やゃあり 士tll山I:IJ粒 5%混じる 焼土小粒 2%含む炭化物小粒 2%合む
10YR3/2黒褐色シルト しまりあり 地山小粒5%混じる 燐!こ小粒2%含む炭化物小粒2%含む
10YR4/3にぶい貧褐色粘土質シルト きわめてしまりあり もち性あり 地山中粒 10%混じる 焼土中粒 2%含む 炭{l物中打L2%含む
10YR3/31f高褐色粘土質シルト しまりあり 粘性やゃあり 池山小粒5%混じる
10YR4/4褐色村d二質シルト しまりあり 地l1I+，30%混じる 炭化物編小粒 1%含む
10YR4/3にぶい黄褐色シルト しまりあり 池山ブロック40%含む
10YR5/4にぶい策褐色粘土質シルト きわめてしまりあり 地山土30%混じる :焼!ソj、校2%含む 炭化物小粒 2%含む

第19図 S K 115竪穴遺構
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第2節検出遺構と造物

柱穴様ピットは、張り出しの外側に 3基、北東壁の中央に l基検出した。いずれも浅く、この

竪穴住居跡に確実に付属する柱穴であると断定するに至らなかった。

埋土の主体は黒褐色シノレト (1• 2層)と暗褐色シノレト (3層)で、炭化物と焼土の小粒を少量

含む。床面を直接覆う最下層は、褐色~黄褐色粘土質シルト (5• 7層)であるo 5層には焼土粒

と炭化物粒を含む。これらの各層には地山土が混じっており、特に l層、 7層には大ブロック状に

多量に、 5層には中程度に混じる。床面にカマドや地床炉等の火気施設はなく、埋土下層の 5層、

7層中に含まれる焼土粒や炭化物粒の供給源がこの竪穴遺構自体でないことは明らかで、大ブ

ロック状の地山土とともに他所から持ち込まれたものと考えられる。最上層の 1層にも大ブロッ

ク状の地山土が多量に混じることから、この竪穴遺構の埋土は廃棄後の自然流入ではなく、焼土、

炭化物を含んだ地iJJ土が多く混じる土によって完全に埋め戻されたものと?設定されるO この土は

S召22建物跡を覆う 4，......，8層と基本的に向じで、上方のS1 12竪穴住居跡の一部を壊して平場を

作出した際に得られた土と考えることもでき、 S1 12竪穴住居跡に含まれていた焼土、炭化物、

土師器小破片が本遺構の埋土に混入したものである可能性もある。

遺物は、埋土上属(1層、 2層)から出土した。土師器杯2個体、土師器護 1個体、支脚 1個体

分の破片であるO 床面からは出土しなかった。第14図8の杯は表裏面とも磨滅が著しいが、底聞

に回転糸切り痕がわずかに残るo 9は表面に斜格子自タタキ痕があり S1 10竪穴住居跡出土の 6

と類似する。 10は支脚で表裏面に粘土紐の接合痕が明瞭に残る。粗砂を少量混入する O 二次火熱

により表面は赤変し、表裏面とも若干の剥落があるが、磨滅はしていない。下端部径より天井部

径がやや小さい形態と考えられる。器高、下端部の切り込みの有無は不明であるO 須恵器は出土

しなかった。

(3) カマド状遺構

S N19カマド状遺構(第20図、図版4-わ 5)

調査区北東部の斜面下部、 LT52グリッドで検出した。調査区北東部の埋没沢の範囲に当たるO

この沢は平安時代までに第14図9層上酉近くまで埋没が進み、その後、鎌倉時代の初期にSB22 

建物跡、と SK 1 15竪穴遺構を埋め立てた際に、地山土がブロック状に大量に混じり、焼土粒、炭

化物粒の粒子を多く含む 4，......， 8層が堆積するO 本遺構はこの地山土がブロック状に大量に混じる

層の上面で検出した。この層の上に自然堆積する H層(黒褐色土層)は本遺構をも覆い、遺構内

部にも類似する土が堆積していた。したがって本遺構はSB22建物跡と SK 115竪穴遺構よりは

新しい遺構であるが、それほど大きな時間差はないと考えられる。

北西側の一部は掘り過ぎて不明であるが、関口部の平面形は推定長88cm、推定幅28""""42cmの

i8Jの字形、底面は推定長1rn 6 c皿、推定幅68，..._.78cmの i8Jの字形と考えられる。中心部の深さ

は36cmであるO 壁は底面から内湾気味に鋭角的に立ち上がり、横断面形はつぶれた台形を呈するO
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第4章諦査の記録

長斡の南西端から地下式の煙道が延びる。煙道の方向は

カマド本体の長軸方向と一致する。;樫道の先端は直径約

20CIllの円形で、関口部の南西端から28cIll離れて関口す

るO 底面は平坦で、煙道側に向かつて緩やかに高くなるO

煙道の付け根部分はさらに約 8CIll高く、緩い段差があ

る。煙道の底面は煙出し部分に向かつてしだいに上がっ

て行き、煙出しは真上に関口するO 底面の傾斜角は約6

度、煙道は約14度である。

内側の壁面は、厚さ 2'"""'5CIllにわたって明赤褐色に変

色し堅く焼け締まっているO さらに外側は漸移的に暗赤

褐色となり硬化しているO 火熱の影響によって硬化変色

した部分の厚さは 5'"""'8CIllに及ぶ。煙道の底面、側面と

もに火熱によって硬化し暗赤褐色に変色しているO 煙道

の関口部では北東側(本体側)よりも南西側(先端側)が

より強く赤変しているO

底面のほぼ全面には、淳さ 2'"""'4CIllの層状に炭化物が

10YR3!2黒褐色粘土質シルト しまりあり

炭化物小牧2%含む

2 10YH2!3黒褐色シルト しまりあり

地11仁i二20%混じる 焼土小粒 1%含む
炭水物小粒2%含む

10YR2/3 ~黒褐色粘土質シルト しまりあり

地山小粒2%混じる 炭化物小粒 1%含む

10YR2/1黒色炭化物周 稲ワラ状の草木植物

の炭化物屑

第20図 S N 19カマド状遺構

堆積していた。木片状の炭化物は見られず、すべてワラ状の炭化物であった。植物珪酸体分析に

よればクマザサ属、イネ、ウシクサ族(ススキ属など)であるO また、14 C年代測定値は960::t80

(A.D.990)であった(第5章参照)。

埋土はE層を母材とする黒褐急粘土質シルトであるO カマド本体内部、煙道内ともに同ーの埋

土である。

遺物は出土しなかった。

4 近世~現代

(1 ) 土坑

S KOl土坑(第21• 22図、図版6-1、ト 10• 11) 

調査区南部の斜面上部で、 LS • L T46グリッドで検出した。表土除去中に胸磁器が集中して

大量に出土し、精査したところ E層(黒掲色土)中で土坑を検出した。

上端の平扇形は i8Jの字形で、長軸 2m 14cIll、短軸96crn'"""'1 m30cIllで、ある。下端は、長軸 1m

82cIll、短紬76cIll'"""'1 m 12cIllで、ある。底函はほぼ平坦であるが、斜面に沿って北側に傾斜し、南側

と北側では60CIll程の高低差があるO 検出面からの深さは南側で、10CIll、北側で15cIllで、あるが、陶磁

器の出土状況から土坑の掘り込み面はもっと上位で I層(表土)中から掘り込まれていたと考え

36 -



られ、本来はさらに20cm程度深い土坑であっ

たと推測される O

埋土は黒褐色シルトと暗褐色シルトからな

り、いずれにも地山土が多量に混じるO 陶磁

器は土坑確認、面から底面まで間隙なく包含さ

れているO また土坑確認面より上位の表土中

ではゴム靴やビ、ニール合羽等が焼けて融着し

た陶器破片も出土した。

出土した陶磁器は器種、生産地、時期とも

に多岐にわたる(第2表〉。器種は皿、碗、杯、

徳利、摺鉢、窪、焼炉が主であるが、猪口、

畑徳利、仏飯器、土瓶、土瓶の蓋、湯呑み、

レンゲ、戸車、ガイシ、鉢、塩護の蓋、壷、

灯明台、灰吹き、おろし皿、七輪のさな、

人形があり、その他にガラス製の電灯傘があ

るO 出土した陶磁器が使用され始めた時期

は、最も古い様相の第22図19(肥前阻期、徳

利)から17世紀後葉頃と考えられるO 一括廃

第2節検出遺構と遺物

18.453 

一 H=18.600m

。 1m 

1 10YR2/2黒褐色シルト ややしまりなし 地山ブロック 10%

混じる 縞物根が多く入り孔隙多い 陶磁器を多量に含む

2 10YR3/3培褐色シルト ややしまりあり 地山ブロック30%

混じる 陶磁器を多量に含む

3 10YR5/6策褐色粘土 きわめてしまりあり 粘性あり(地山)

第21図 S KOl土坑

棄遺物中には、肥前IV期 (1690"-'1780年)、肥前V期 (1780"-'1860年)、それ以降では明治期、大

正~戦前、戦後のものも混じる。第22図20"-'25.図版9の26・27のように、肥前町期の磁器でく

らわんかタイプの碗、車{が主である。第22鴎29"-'33・図版10の29"-'46・図版11の47"-'50は肥前V

期の製品を中心とする時期のもので、肥前もしくは肥前系の{也窯製品の碗、皿と白岩系の在地産

陶器の組み合わせである。図版9-28の唐津町期の播鉢も出されているO 器種も多く、器種構成が

比較的良好にわかる。明治期としたものは主に型紙刷絵印刷の碗、皿で、図版11の52"-'54があるO

大正~戦前と思われるものの主体は銅板印制の碗、lIIlである。戦後の製品と思われる銅板印尉よ

り後出のシールプリント等もあるO このような状況から、近世後期以降、しだいに増加しながら

現代まで伝世した陶磁器類が、戦後のある時期に斜面に穴を掘って不安物を一括投棄し、可燃物

を焼いた後に埋め戻したものであると考えられるO
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¥W25 山 Jf910
「亡M，

第22図遺構内出土遺物(5) S KOl土坑
38 -
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19 :肥前班期
20-25 :肥前IV期
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第2節検出遺構と遺物

第2表 S KOl土坑出土陶磁器一覧表

l!lI 穏

j毎時劉
i時 j弱 産 磁 若宮 開司 器 議室

猪 徳矧

仏飯若号 土器室主
話芸レ Jコカ・ 不 徳土 嬬

襲海警護
1:1 
灰吹き iおろしB 焼炉 事室

土不
呑滋 t傘灯のg 

計ー

( )は)JI:!話j磁擦のl時期区分 地 lII1碗 杯 徳 ユ〆 イ 磁 鉢 表明 人 の

口 手IJ手IJ 呑ゲ E巨シ l羽 事IJII鼠 鉢 4口3、 形明
言十

17CrIJ-17C末 (盛期) 肥 日目

17C末-18C後 (N!羽)
杷 日目 713 11 

商 詩I
12 

1 

IA: 前 414 111 11 

肥前系 141 1 16 

波佐見

18C後-19Cr!J (V!!JJ) 瀬 Iコ 1 2 47 

京 f言楽系 2 2 

臼器系 3 1 1 1 3 111 11 

不 I明 2 4 

平箔水? 111 2 

19CI~J-20C前 明治 大槻紹馬?
ト一一

11 

不 }明 1 16 1 1 8 

目眼 目1] 系 2 1 6 9 

20C前-20CI!J 大正州傍日
瀬戸

瀬戸系 111 
5.1 

2 

不 明 25110 1 1 1 111 1 2 42 

20C中~ 戦後 不 明 11111 l 4 1 1 10 10 

肥前系 2 2 

不
I刻 唐津系

白岩系
48 

111 3 

不 明 314 111 3 5 4 1 1813 1 1 6 111 42 

計 49135 191 2 514 3 1 1 3 1 1 311 61 1 7 1 1 4 111 61 1 111 111 日 l 111 611 183 

5 時期不明

時期不明の遺構は、竪穴遺構2棟、溝跡2条、土坑 1基、焼土群1、ピット群 1の計7遺構であ

る。竪穴遺構2棟と溝跡l条及び土坑1基は謂査区南側の斜面上部から斜面下部に並んだ配置で

検出した。他の溝跡 1条は調査区北東部の斜面中腹で検出した。

S K 102竪穴遺構の炉の炭化物による14C年代測定では奈良時代~平安時代前半の年代が出た

が、測定髄全体の信頼度が高いとは言えないので、この測定値も参考値にとどめ、時期決定の根

拠としては用いない(第5章参照)問。焼土群とピット群は平安時代の S1 12竪穴住居跡と重捜

し、一部は平安時代の項で述べたように鎌倉時代以前の可能性がある。

(註)

14C年代測定は 4点の試料で行った。 SK23土坑では平安時代の十和田 a火山灰と共伴する炭化物の

年代測定値が西暦530年土80年で従来の考古学的年代観とは300年以上のずれがあった。 SN19カマド状

遺構の炭化物では考吉学的年代観より 100年以上古い年代、 S1 21竪穴住居跡の炉跡炭化物では、従来の

年代観より約500年新しい年代であった。 このように本遺跡の14C年代測定値は考古学的所見とは一致

せず、測定値が十分に信頼できる年代であるとは言い切れない。この原因の一つには...14C年代測定自体

がもっ誤差が考えられる O この誤差はすでに補正の方法も示されている〔奥村晃史「ユーザーが行う 14C

年代の補正JW第四紀通信JVo1.2No.l日本第四紀学会1995(平成7年)J。本報告書はとりあえず補正し

ない測定値を掲載するが、将来的にこれまで蓄積した14C年代測定値をー率に補正することによってよ
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S K 102繋穴逃構炉 C-~D

1 10YR2/2黒褐色シルト しまりあり 地山土20%混じる 炭化物中粒10%含む
_c_ H=18.900m D 

S K 1 04~受穴選総 A -B 

10YR3/2黒褐色シルト しまりなし 植物根が多く入り孔隙多い蒸本殿位1I~ (表土)2 
10YR3/2黒褐色シルト ややしまりあり 基本隠位H層

3 10盟国/4にぷい黄褐色粘土質シルト しまりあり 粘性あり 黒褐色ゴ二20%混じる 4 5 

4 10YH2/3黒、褐色シルト しまりあり

5 10YR3/31稽褐色シルト しまりあり 池山綴小粒2%混じる

6 10YR5/3にぷい策褐色粘土質、ンルト しまりあり 地山土30%混じる 黒褐色ニヒ10%混じる

S K 104緊穴illi構 C… D 
1 1 0'i'R 3/2黒褐色シルト しまりあり

10YH3/31渚褐色シルト しまりあり 地111極小粒1%混じる

10YR5/6J!を褐色シルト しまりあり l倍褐色土小粒10%含む

4 10YR3/31磁褐色、ンルト しまりあり 地山中お，i:10%混じる

5 10Y1刊/6明策褐色粘土 きわめてしまりあり 地IlJ

Q 1m 

第23図 S K 102・04緊穴遺構
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第 2節検出遺構と造物

り実年代に近い年代値を出すことができるであろう。また、検出してから写真撮影、実測が終了するま

での 2~3 日間に外気や雨にふれたり、乾燥を防いだり写真撮影のために散水したことによって、試料

採取に歪るまでの関lこ予想以上に現在の空気及び水による汚染を受けてしまったことも考えられる O

(1 ) 竪穴遺構

S K 102竪穴遺構(第23図、図版6 2) 

調査区南部の斜面下部、 LR47 • 48グリッドで検出した。確認面は I層(表土)と E層(黒褐

を除去した直属(地山漸移層)上国である。

上端の平面形は長戦約 2m50cm、短軸約 1m50cmの不整楕円形で、ある。長軸の方位はN-62
0

-W

であるO 斜面の地山を削り平坦部を作出するが、床面は水平ではなく斜面に沿って北西に傾斜し

ている。椀り込みの深さは中央部で、約10cmである。斜面上部側の援の立ち上がりはなだらかで、

床と壁の境界は不明瞭であるO 斜面下部側の壁の立ち上がりは検出されず、地山商を削り出した

床面から竪穴遺構より下部の斜面へ連続するO 中央部の径約30cmの範留で厚さ 4cm程に炭化物が

集中する部分があり、炉跡と考えられるO この炭化物の14C年代測定値は西暦710.._，950年で、奈良

時代~平安時代前半にあたる。

炉跡、に隣接して 1基、竪穴遺構の周閣に 4基の柱穴様ピットを検出した。 5基とも直径20cm前

後、深さ12.._，14cmである。配置に規員lj性は認められない。

埋土は黒褐色シノレトと暗褐色シjレトからなる。竪穴遺構の廃棄後、地山土が多く混じる埋土3

層、 4層が壁の崩壊によって壁際や斜面の下部側に堆穣した後、第E層を母材とする埋土 l層、埋

土2層が自然流入したものと考えられる。床面中央部を覆う埋土2層中に含まれる炭化物は炉跡、

の炭化物が拡散して混入したものであろう。

遺物は出土しなかった。

S K 104竪穴遺構(第23図、図版6 3) 

調査区南部の斜面上部、 MA46.47、MB47グリッドで検出した。この地点では削平@流出に

より地山漸移層が失われIV層(地山)の直上をE層(黒褐色土)が覆っている。確認面は I窟(表

土)と E層を除去したIV層上面であるO

上端の平面形は長軸約4虫、最大幅約90cmの三日月形であるO 長軸の両端を結んだ線の方位は

N-67
0-WであるO 斜面の地山を削り平垣部を作出しており、床面はほぼ水平である。掘り込みの

深さは中央部の壁際で、約25cmである。斜面上部側の壁はほぼ垂直ないしやや開き気味に立ち上が

る。斜面下部側の壁の立ち上がりは検出されず、地山面を削り出した床面から竪穴遺構より下部

の斜面へ連続するO 壁際は溝状にやや{尽くなるが、明瞭な壁溝とはなっていない。

南東端付近で深さ約19cmの柱穴様ピットを 1基検出した。炉跡はない。

埋土は黒褐色シノレトと暗褐色シノレトからなるO 竪穴遺構の廃棄後、地山土が多く混じる埋土3
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第4章調査の記録

6層が壁の崩壊によって壁際に堆積した後、立層を母材とする埋土 1層、埋土2層、埋土5層

等が自然流入したものと考えられる。

遺物は出土しなかった。

(2) 溝跡

S 005溝跡(第24図、図版6-4) 

調査区南部の斜面中腹、 LS47、LT46 • 47グリッドで検出した。近世~現代の陶磁器が出土

17.436 

君ミ
16.310 

倒
木
痕

17日01
16.795 

S K09 

-H=17.200m 

-d戸
。

行1

S K09::!二坑
1 10YR2/2黒褐色シルト しまりあり 地山小境2%混じる

10YR4/3~こぶい議褐色シルト しまりあり 褐色土の小粒30%含む
S 005 3 10YR4/4褐色粘土質シルト きわめてしまりあり 地山こと10%混じる

炭化物極小粒2%含む
〈及 、r:;j7̂17.744 A R 4 10四 4/4褐色粘土質シルト きわめてしまりあり 鞠色土10%混じる
¥ふ ー 土土目立17.900抑止三 炭化物極小粒 1%含む

可:々n_ __..-'" 5 10YH5/1にぷい茂褐色シルト しまりあり 地11L~t30%混じる
王子x 引や
I~~人、 倒 I S D05i'¥奇跡 A--B 
3 [ 『 木 I 1 10'{I'{2/3潤色シ川しまあり地11小位10%混じる

痕
S D05持者跡 B… F 
1 10YR2/3黒褐色シルト しまりあり
地111小中山0%混じる

2 10YR3/3時褐色シルト しまりあり
地111小位30%混じる

3 10YR6/6明議褐色粘土 きわめて
しまりあり i培褐色土10%混じる

_ S D05i総跡 C-D 
C ぷ 1 10YR2/3黒諸色シルト しまりあり 地111小粒10%混じる
- 1 /' 2 10YR3/2黒褐色、ンルト きわめてしまりあり 地山極小粒5%混じる

J 斗ヴてJ 3 10'iR5/4にぶい黄褐色シjレト
-ウ<.F-17 3 4 10刊 3/2黒褐色シJレト しまりあり 地山土20%混じる
2 デv';. 5 10YR3/3!溶褐住シルト しまりあり 地山土 5%1毘じる
4 " 

第24図 S 005溝跡、 SK09土坑
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した SKOl土坑の北側に隣接するO 確認面

はI層(表土)と立層(黒褐色土)を除去

した班層(地山漸移層)上面である。

溝は斜面の等高線に沿う方向で弧状に湾

曲し、長さは 3m80crnで、ある。上端の幅は

東側が最も広く約60crn、西側が最も狭く約

20crnであるが、西端部では約40crnに広が

る。深さは約4，..._， 8crnであるO 溝の両端を

結んだ線の方位はN-65
0
-WであるO

溝の底面はほぼ水平で、平坦であるO

はほぼ垂直ないしやや開き気味に立ち上が

るO 溝の中央部付近で3基、西端付近で 1

基、不整形の柱穴様ピットを検出した。

埋土の主体はE膳を母材とする黒褐色シ

ルトである。

遺物は出土しなかった。

S 018溝跡(第25図、図版6-5) 

調査区北東部の斜面中腹、 MA53• 54グ

リッドで検出した。斜面下部には約3m離

第2節検出遺構と造物

14郎9<fJ・14.567
P6 

15.036 

15.236' 

4

4
州

川
崎
円
九
九
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W
U

U

お
吟
1
1

S D18潜跡周辺のピット
P 1 10四 2/3黒褐色シlレト しまりあり 鳩山小粒2%混じる 炭化物小粒2%含む
P 2 10YR3/2黒褐色シjレト しまりあり 地111小粒1%混じる 炭化物小粒2%含む
P 3 10YR2/3黒褐色シルト しまりあり 炭化物極小粒1%含む
P 4 10YR2/2黒褐色シJレト しまりあり 地山土10%混じる
P 5 10YR3/2黒褐色シルト しまりあり 地LU極小粒5%混じる 炭化物極小粒2%4トナで

P 5 10YR3βi倍褐色粘土質シルト しまりあり 地山小粒5%混じる 焼土極小粒2
%含む炭化物極小粒2%含む

P 7 10YR2/3黒褐色粘土質シルト ややしまりあり 地山中粒5%混じる
P 8 10i:守口/2黒褐色シルト 地IlJ土20%混じる

S D18潜跡 A--B 
1 10YR3/2黒褐色シルト しまりあり 地LLi極小粒2%混じる 炭化物小粒 1%含む
2 10YR3/2黒褐色シルト しまりあり 池山土20% 混じる
3 10YR4/4褐色粘土質シルト 粘性ゃゃあり 地I1LHO% 混じる
4 10i.'H4/31こぶい裁福包粘土質シlレト 粘性やゃあり 地1Li:上20%混じる

S D18潜跡 C--D 
1 10YH2/3黒褐色シルト しまりあり 地山小粒5%混じる 炭化物極小粒 2%含む
2 10YH3/31暗褐色シルト しまりあり 池山土15%混じる
3 10YH4/3にぷい策褐色粘土質シルト 粘性やゃあり 1I!J11L1:30%混じる
4 10YH3/3略掲色シルト しまりあり 地I1J土20%混じる
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第4章誠査の記録

れて鎌倉時代の SN19カマド状遺構がある。確認面は I層(表土)、 E層(黒褐色土)を除去した

盟層(池山漸移層)上面である。

この遺構は南北に延びる直線部分と、その南側に接続する弧状部分とからなる。直線部分は、

長さ 3出 90cm、上端の幅14'-"'28cm、方位はN-8
0
-WであるO 斜面上部側の上端から測った溝の深

さは、北側で、約25cm、中央部で、約16cm、弧状部分に接続する南側では約7cmとしだいに低くなる O

底面はほぼ平坦であるが水平ではない。北端が一番高く、中央部のレベルが最も低くなり、南側

では逆にやや高くなる。接は両側ともに開き気味に立ち上がり、断面形は逆台形を呈するO

弧状部分は等高線に沿って湾出し、長さ 3m70cmであるO 南側は上端の!揺が22cmで、あるが、北

側は最大で、88cmと大きく広がり、この部分に直線部分が接続する O 接続部では直線部分の底面よ

り湾曲部分の底面のレベルが低いため、約llcmの段差を生じている口斜面上部側の上端から測っ

た溝の深さは、北側で、約26cm、中央部で約22cm、南端付近では約9cmとしだいに浅くなる O 底面

はほぼ平坦であるが、レベルは中央の湾曲部がやや高く、両端がやや低い。

埋土は第H層を母材とする黒褐色シルトで自然堆積であるO 直線部分と湾曲部分の接続部は、

埋土の肉眼観察では区別がつかないが、一連の溝としては方向が不自然でもあり、重複関係があ

るのかどうかは不明である。

溝の周辺で13基の柱穴様ピットを検出した。配置に規則性は認められない。ピットの埋土も黒

褐色シルト主体である。

溝跡、ピットともに遺物は出土しなかった。

-31… 
一句 H=16.500m 

S X(P)11ピット群 P32 

1 10YR2!3黒褐色シルト しまりあり 地山中粒

2%混じる焼土中粒2%含む炭化物大粒5

%含む

2 10YR3!2黒褐色シルト しまりあり 地山土20

%混じる 焼土中粒 1%含む炭化物小粒3%

含む

3 10YR4!4にぷい策褐色シルト しまりあり

地山ブロックと黒褐色土 (10%)の混土

4 10YR4!41こぶい策褐色シルト しまりあり

地山ブロックと黒褐色土(20%)の混土

S X(P)11ピット群 P24・P23
1 10YR2!2黒褐色シルト しまりあり

一_H=16.700m_

4 斗 \~2IJ
'-\'Jl一、~斗.y .4 

"6 ~ ¥3 一一一一-. 炭化物極小粒 1%含む
¥ --;--ーァアF一一 2 10y1l3!3暗褐色シルト しまりあり
¥ふペ1'2 炭化物10%含む
3λこ":s:;( 3 10YR3!2黒褐色シルト しまりありπL 

4 焼ごと中粒2%含む 炭化物小粒5%含む

SX (P) 11ピット群 P 19・P21・P22

1 10YR2/3黒褐色シルト しまりあり 地山小粒7%混じる 炭化物小粒1%含む火山灰 1%含む

2 10YR2/3黒褐色シルト しまりあり 地山太 10%混じる 焼土小粒 1%含む炭化物極小粒 1%含む火山灰 1%含む

3 10YR3/4暗褐色シルト しまりあり 地山土20%混じる

4 lOYR4/3にぷい裁褐色シルト しまりあり 地山土40%混じる 地山と暗褐色二!この/昆土

5 10YR3/3精褐色シルト しまりあり 士t!lill小牧30%混じる 焼士小粒2%含む炭化物極小粒 1%含む

6 10YR3/3暗褐色シルト しまりあり 地山中粒 15%i混じる 炭化物大粒 1%含む

第26閣 SXCP) 11ピット群のピット
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第2節検出遺構と遺物

(3) 土坑

S K09土坑(第24図)

調査区南部の斜面中腹、 LS47グリッドで検出した。確認面は I層(表土)、 H層(黒褐色土)

を除去したE層(地山漸移層)上面であるO

上端の平面形は長軸 1m32cm、短軸 1m 8 cmの不整構円形で、ある。下端は、長軸46cm、短軸32

cmの楕円形であるO 底面はほぼ平埠で、壁はゆるく開いて立ち上がるO 検出面からの深さは約30

cmで、ある。

埋土は黒褐色シノレトと掲色粘土質シルトからなり、自然堆積と考えられるO

遺物は出土しなかった。

(4) ピット群

SX (P) 11ピット群(第13• 26図、図版5 1 ) 

平安時代の項でものべたように、 S1 12竪穴住居跡周辺で検出した小ピット47基のうち壁際や

壁溝内の 9基を除いた38基を一括したものであるO 調査区中央部の斜面中腹のLT49、MA480

49 • 50、MB49.50グリッドの範閣である O ピットの分布範囲は、 S1 12竪穴住居跡、 SX (N) 

13焼土群の分布範囲と重なるO 確認、面は I麗(表土) .立層(黒褐色土)及びS1 12竪穴住居跡

埋土を除去した地山面である。

ピットの深さは30cm以上-5墓、 20，.....，29cm-7基、 10'-""'19cm-14基、 1，.....， 9cm-11基である。 P

11、14、32、37はS1 12竪穴住居跡の主柱穴となる可能性がある。

S 1 12竪穴住居跡の焼土を SX(P)l1ピット群のピット (P20・21・23・24・28・29)が切っ

ており、これらのピットはS1 12竪穴住居跡より新しし、。

遺物は出土しなかった。

(5) 焼土群

S X (持)13焼土群(第13e 26図)

平安時代の項でものべたように、 S1 12竪穴住居跡周辺で検出した地山面の焼土11箇所のうち

7箇所を除いた 4箇所を一括したものである。調査区中央部の斜面中腹、 MA49e 50、MB49"50 

グリッドの範囲であるO ピットの分布範関は、 S1 12竪穴住居跡、 SX (N) 13焼土群の分布範

間と重なる O 確認、詣は I層(表土) w宜層(黒褐色土)及びS1 12竪穴住居跡埋土を除去した地

山面である。

13-A、13-BはS1 12竪穴住居跡、のカマド跡の焼土となる可能性もある。 13-Dは地山固から

4，.....， 5cmほど周囲よりも高く焼土が形成されているO

13-CはSX (P) 11ピット群のピット (P33)と重楼し、 P33が新しい。また、 13-DとP38

し、 P38が新しい。

遺物は出土しなかった。
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第4章調査の記録

第3節遺構外出土造物

1 I日石器時代(第27図、図版12)

調査区中央部やや北側の埋没沢の沢頭付近、 MB51グリッドでナイフ形石器が 1点出土した。

埋没沢の沢頭付近はMB51グリッドでは断面V字形に地山土をえぐり、さらに西側に二又に別れ

て斜面の雨裂となるO この二又の合流点の深さ約40cmの地点で、沢頭の埋土下部の褐色土中に倒

立で突き刺さった如き状態で出土した。

第27図55は先端が鋭く尖り、中央部付近で幅が広く、全体に三角形に近い形態のナイフ形五器

である。長さ7.2cm、最大幅2.3cmで、ある。縦長の石刃を素材とし、打頭側を基部とする。背面には

素材と同じ方向から剥ぎ取られた先行剥離面が2面残り、先端部から基部近くまで直線的な稜線

がはしる。石器長軸と素材剥片軸はほぼ一致するO 石質は玉髄である。

細部加工は中央部の 6mmを除く右側縁と左側縁の基部に施されているO 基部はまず腹面右側縁

から 3ないし 4回の加撃によって腹面に残る打痛を除き、その後に背罰側を加工し、再び腹面の

両側縁に細部加工を施している。細部加工角は左側縁基部側が75
0
、右側縁上部が65

0
、右側縁基

部側が700である。素材の腹面と背面右側の先行主計j離面のなす角は先端側で15
0
、中央部の細部加

55 

くごと込

C刀1

第27図遺構外出土遺物(7) 旧石器
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第3節遺構外出土遺物

工のない部分で 20口、基部側で 25口、背面左側は、先端から基部僻まで約350である。右側縁先端

側の細部加工は基部側で薄く、先端側でしだいに厚くなる O 右側縁基部の加工はよ部では薄く、

基部側に向かつてしだいに厚くなるO したがって素材形状の修正は基部及び右側縁先端側で大き

し、。

2 縄文時代(第28.. 29図、図版12)

ナイフ形石器が出土した埋没沢の沢頭付近の埋土下層から縄文土器の破片がまとまって出土し

た。第28図56は口縁部に下端を沈線で区切られた幅約2.5cmの無文帯があるO 口縁内面は約2cm幅

で肥厚するo 57は粘土を盛り上げて隆起した無文帯が垂下する。無文帯の右側には縄文が施文さ

れているのが看取される。 58は胸部がやや膨らみ、ロ縁部が外反する器形の深鉢形土器の破片で

あるo LR単節斜縄文が縦回転で施文されている。これら 3点はいずれも縄文時代中期後葉の土

器で、 S1 21住居跡の炉埋設土器に後続するものと考えられる。

第29図59の芯錐は、使用によって先端部が磨滅し剥離痕の稜線が丸く滑らかになっている。 60

の縦型石匙は、左側縁と先端部を刃部として使用している。先端部は刃角が大きく、掻器として

使用したものであろう。左側縁は全体が刃部として使用されているが、特に中央部の2.5cmは外に

張る側縁の弧とは逆に浅い挟りが入ったような凹部となっており、使用した後に再び加工して刃

部を再生していることがわかる。 59、60ともに表土中から出土した。石質は頁岩である。

』下、:-"，子ず可入 /1 

o本経聖子 /J 
l~ñ~..~・ t~~;..'" 〓 I I 

認識Fm f/ 
><.-<ユ二ょ京:.\~J;..>..~""...旬、日 ， I 
ス;託子斗之 Ir/ 56 

，. 
f~~ ."‘ 

第28図遺構外出土遺物(2) 縄文土器

3 平安時代(第30図、図版12)

'H: 
58 

第30図61は土師器護の底部破片であるO 外面の調整はへラケズリ、内面は胴下部が縦方向、底

辺部は横方向、底部の内面は円を描くようにハケメ調整を施す。底面には木葉痕が付いているO

残存部分では 2枚の木の葉を先端を逆方向にして敷いているO おそらく中央に大きめの木の葉が

1枚、その雨脇に小さめの木の葉が先端を逆向きにして各I枚付着していたのであろう。外周の

みが砂底である。木葉痕が砂粒痕を切っており、木葉痕の付いている部分でも大きめの砂粒痕に

よる凹凸が見られることから、製作の際には全体に砂を敷き、底部となる粘土円盤に弾性のある

- 47 
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第3節遺構外出土遺物

木の葉を 3枚貼り付け、それを砂敷の上に置いて、木の葉の範閤より一回り大きく底部を成形し

たと考えられる。 62は格子自タタキ痕のある饗の破片であるO 第14図9のSK 1 15竪穴遺構埋土

中から出土した破片と同一個体の可能性がある。

4 近世~現代(第31図、図版ト 11.. 12 " 13) 

I層(表土)及びH層(黒褐色土)中から陶磁器が出土した(第3表)0S K01土坑出土の陶磁

器と同時期のものが多く、 SK01土坑に一括廃棄された際にこぼれたものやその後流出したもの

が主であると考えられる。

図版12の67は唐津盟期三島手の血であるo S K01土坑出土の徳利(第22図19)と同年代か。第

31図63• 64は肥前IV期の碗、図版12の68は墨弾き技法を用いた皿であるO 図版9の70は18世紀後

半の唐津刷毛呂徳利である。第31図65は18世紀後葉，...，19世紀前半頃の波佐見の碗、 66は京信楽系

の碗である。この時期の京信楽系碗はこの l点のみである。図版11の73・図版12の74は19世紀代

の白岩系胸器であるO この他、明治~戦後までの陶磁器が出土しているO

時 期

( )は肥前磁器の時期区分

17C末，..._，18C後 (1V期)

18C後，..._，19C中 (V期)

不 明

63-65 :肥前IV期 o 5cm 

産

地

66・京信楽系 18C後-19C前 | 

第31図遺構外出土遺物(5) 磁器
第3表遺構外出土陶磁器一覧表

器

磁 器 陶
~ 徳 綴片

麹 翼護お1IIlllil話 初J 立E 碗 鉢 口

手IJ 手IJ 鉢鉢

樫
器

平干子 ろほっく 燥:炉 守人形天I担. 

杷夜 佐 前寛
5 1 3 1 1 

1 2 
1 1 1 

l 1 1 1 2 1 1 

ゴ二 弓三
人

~明

不自 系菜明
114 1 110 31313 

514 212 2 1 1 1 1 1 7 1 1 1 1 2 1 1 1 101 3 313 
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第5章 自然科学的分析

第 1節 テフラ屈折率測定

1 はじめに-屈折率測定試料と測定方法

測定の対象となった試料は、発掘調査担当者により 5KN-S K23から採取された試料 1であ

るO 屈折率の測定は、日本列島とその周辺のテフラ a カタログ(町田・新井1992)の作成に利用

された位相差法(新井1972)による。

2 屈折率測定結果

屈折率測定結果を第4表に示す。試料の中には、斜方輝石、単斜輝石、磁鉄鉱が少量含まれて

いるO 一方、白色の火山ガラスは多く含まれているO 火山ガラスの屈折率(n)は1.503-1.506、斜

方輝石の屈折率 (r)は1.706-1.708である。これらの値をもっテフラとしては、秋田県域に分布が

確認されており、また今後検出される可能性のある示標テフラ(第5表)の中で、十和田 a火山

灰 (To一色町田ほか1981)に伺定される可能性が最も大きいと考えられる。

参考文献

新井房夫(1972) r斜方輝右・角関石によるテフラの同定一テフロクロノジーの基礎的研究Jr第四紀研究J

11 p.254-269 

小岩直人・早田勉(1994) r東北地方中南部に分布する更新世末期のガラス質テフラJr地学雑誌J103 

p.68-76 

町田、洋・新井房夫・森脇広(1981)日本海を渡ってきたテフラJr科学J51 p.562-569 

町田洋・新井房夫(1992) r火山灰アトラスJ 東京大学出版会 p.276 

第 4表古野遺跡 5K N -S  K23の庖折率測定結果

重鉱物 火山ガラス 屈折率

量 色調 形態

(opx， cpx， mt) +十十 白 pm gl (n) : 1.503-1.506 

0px (r) : 1. 706-1. 708 

opx:斜方輝石、 cpx:単斜輝石、 mt:磁鉄鉱口+-1十+:とくに多い、+十十:多い、十十:中程度、
+:少ない、一:認められないo pm:軽石型。重厚物の( )は量の少ないことを示す。
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第 5衰 秋田県とその周辺地域の縄文時代以降の示襟テフラ(町田・新井1992をもとに加筆)

火山ガラス 斜方輝石@角閃石
テフラ(略称) 噴出年代 斑品鉱物 秋毘での検出例

形態 屈折率 (n) 屈折率 (γ，n 2) 

白頭山苫小牧テフラ (B-Tm) 0.8"""0.9 vitric ; af， (cpx) pm， bw 1.511-1.522 
多数

(1.515-1.520) 
-ー・ーーーーーー---骨骨骨蝿骨骨 ・.・匹骨骨 4幡+・ーー ---_--暢骨世世曽値ーー----司開唱曲曲圃・・---_-帽 4・柑情岨値値値畠ーー・ 4博司開閉 4・・b・・e・・・--司司降骨骨.曲・ーーー骨開明曲噌幽曲由ーーー・ 4博司開+岬岨岨---・・--甲骨白曲四・ー---_<博司陣骨骨骨骨ーーーー胃骨骨骨骨曲由岨-----_<博開骨 4・ーー凶・ー・ー・骨骨噌ーーーーー司田・司_.降骨 4・岨-----副

十和田a火山灰 (To-a) 915AD opx， cpx ; ob pm 1.496-1.504 γ1.706-1.708 鹿角市大湯

(1.707) 
ー・ 4降晴樹嶋噌』ー ーーーーーーー------暢帯 4・暢-----------_-帯 4・4幽. ーーーーーーー----静働働峰、ーー--------骨骨岨也ーーーーーーーーー_.‘骨骨骨、ーーーーーーーーーーー骨骨 4・4・也 M・ ・ーーーー骨司骨骨骨・ーーーー骨骨峰、ーーー-ーーーーーーー_.骨骨ーーー“ーーーーー-------ーー_.‘ー・骨骨 4・4・値・. ー------開・M町ーーー・・・・，骨骨骨

十和田中撒テフラ (To-Cu) 5 """5.5 opx， cpx pm>bw 1.510-1.514 γ: 1. 704-1. 708 (岩手県湯田町)

(1.511-1.513) (1.707) 
ー-ーーーーーー・ー司噂曹司剖暢 ー-------------・ーーーー・-----・噌・・ー ーーーーー_--_ー帯ー争輔轟也ーーー-------伺咽ー・--・・ーーーーーー司司司副陣唱曲------_-骨骨・ーーーーー----骨骨骨司陪ー・ー・ー・ι‘ー-------・ 4峰也也畠畠ーーーーーー，骨骨阻--ーー------骨骨ー--・・--------_・陣骨骨骨骨ーー畠ーー--亭亭亭骨骨骨骨由値・ー・・・---骨骨骨骨ーーー‘ー-----_骨骨骨骨ーー------_ー骨骨骨 4固E白・ E骨骨骨骨--・ーーーーーー『匹骨骨骨骨ーーーー E

鬼界アカホヤ火山灰 (K-Ah) 6.3 poor bw 1.508-1.516 (山形県月山)
・・--骨骨噌輔恒唾 ・・・・ーー--骨骨軸骨骨盤--ー・目-----骨骨岨弛--ー---------司'峰崎曲_.‘ ・ーー・ーー-_.陪 4骨骨骨骨ー唾ーーー_"_"骨骨骨噌噌曽・ーーーーーー"----・ーーーーー・品・・ーーーー---ー・ーーーーーーーーーー----也岨岨“ーーーー--骨骨・・ーーーーーー・----_骨骨骨骨 ・匹骨骨・ーーーー-ー---_骨圃亭骨骨噌・ーーー匹骨骨骨骨-----司田・『匹骨骨帽怯ー‘・・・--骨骨骨陸

肘折尾花沢テフラ(託j-Q) 10 opx， ho ; qt pm 1. 499-1. 501 γ: 1.712-1.714 山形県尾花沢市

n 2 : 1.668-1.671 
ーー・ーー_---骨骨 晶・ーー・・・---_骨骨嘗+骨由ー --------骨司骨骨隆司b・・ ー・・ー骨骨司骨'骨骨.・ 4・ーーーーーー--暢静岡・ーーー骨骨骨也骨ーーーーーー----暢--・. ---骨専骨骨随噛白白血---_・骨骨.

秋田駒柳沢軽石 (Ak-Y) 12"""13 ? opx， cpx， (01) γ 1. 718-1. 723 (岩手県滝沢村)
-・・暢司骨骨骨骨輔‘・ーーーーーーーーー・・---咽輔蝿曲 噌ー骨骨ーー・ー-----司帽楊骨骨骨ーー. ---_開咽 4・ー・惜ーー・‘ー----_鳳帽 4・ー・岨邑弛喧畠.ー----鴨骨骨骨・ーーーー曹咽ー・ 4・・b“ー・ー・ー骨骨骨骨骨・ーーーー----_ー---‘ーーーーーーーー_---骨骨骨骨 ・ーーーー---曹骨唱曲色白血ーー---骨骨骨骨 a・ーーーーーーー司令骨ーーーーーー畠ー---・ 4・4・ー岨・・骨骨司骨司骨

秋田駒小岩井軽石 (Ak-K) 13"""16 ? opx， cpx， (01) γ: 1. 708-1. 712 (岩手県滝沢村)
ーー.・ーー・ー -・・・・----骨骨骨骨骨 4・ーーー--------_-伺開曹岨ーーー-----------冊 、‘“・---骨骨咽骨剖値晶 -----ー--咽骨噌働晶ーー-----_骨骨咽‘・ーーーーーーーー----・ーーーーーーーー---骨咽 4・・--“ー-----骨骨骨骨・ーーー-----_."唱曲『色・ー・骨骨骨幅 ー・--------・ 4・ー-ー・・ a・・ーー開_.降柑骨白蜘

十和田八戸テフラ (To-HP) 12，....，13 opx， cpx， ho pロ1 1.502-1.509 γ: 1. 705-1. 708 米代川流域

n2 ・ 1.669-1.673
ーーー"ー・ーーーーー---骨暢骨骨骨---------------骨骨骨仙骨ーー・

ー--------暢働ーーーーーーー・暢暢 4・----------_骨骨唱曲也 ーーーーーーーー--柑惜・‘ーーーーー--・--‘・・.-・

浅間一板鼻黄色軽石 (As-YP) 13"""14 opx， cpx pロ1 1.502-1.504 宮城県仙台市

噴出年代は、 1，000年前。 01:カンラン在、 opx:斜方輝石、 ho:角関石、 af:アルカ 1)長石、 qt:石英、 bp:バブル型、 pm:軽石室D
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第5章 自然科学的分析

第 2節放射性炭素年代測定

古野遺跡、の試料について年代測定を行った結果を第6表に示す。なお、年代値は1950年よりの

年数(B.P.)である。

年代値の算出には14Cの半減期としてLIBBYの半減期5570年を使用している。また、付属した誤

β線の計数値の標準偏差σにもとずいて算出した年数で、標準偏差 (ONESIGMA)に相

当する年代である。また、試料のβ線計数率と自然計数率の差が 2σ以下のときは、 3σ に相当す

る年代を下限の年代値(B.P.)として表示しである。また、試料の3線計数率と現在の標準炭素

(MODERN ST ANDARD CARBON)についての計数率との差が 2σ以下のときは、 Modernと

表示し、 δ14C%を付記してあ，るO

第6表放射性炭素年代測定結果

試料No. 採取地点 種類 年代値 コードNo.

NO.1 S 102 炭化物 1，120土120(A. D. 830) Gak… 18156 

NO.2 S K23 炭化物 1，420::!:: 80 (A. D. 530) Gak-18157 

NO.3 S N19 炭化物 960土 80(A. D. 990) Gak-18158 

NO.4 S N21 炭化物 3，440土 90(1 ，490 B. C. ) Gak-18159 

(学習院大学理学部年代測定室)

第 3節炭化材の樹種同定

1 試料

試料は、 No.l(5KN… SK23A)、NO.2(5KN-SK23B)、NO.3(5KN-SN21)の 3点である。

2 方法

試料は、割折またはカミソリを用いて新鮮な基本的な 3断面(木材の横断面・放射断固・接線

断面)をっくり、港射顕微鏡によって75""'600倍で観察した。樹種同定はこれらの試料標本をその

解剖学的形質および現生樹木の木材標本と対比して行った。

3 結果

第7表に結果を示し、同定の根拠等について記載した。各断面の顕微鏡写真を示す。

スギ Cryptomeiia japonica D.Don スギ科(図版13)

f反道管、樹脂細胞および放射柔細胞から構成される針葉樹材であるO
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試料

引0.1

No.2 

No.3 

第7表炭化材樹種間定結果

樹種 和名 / 学名 ) 

スギ Cryptomeria japonica D. Don 

クリ Castanea crenata Sieb. et Zucc 

不明散子し材

第3節炭化材の樹種向定

横断面:早材から晩材への移行はやや急で、娩材部のi隔が比較的広い。年輪の外半分には樹脂細

胞が散在する O

放射断面:放射柔細胞の分野壁孔は典型的なスギ型で通常 1分野に 2錨存在するO

接戦断面:放射組織は単列の向性放射組織型で、多くは10細胞高以下である。

以上の形質よりスギに同定されるO スギは本州・四国・九州、1.屋久島に分布する。日本特産の

常緑高木で、通常高さ40m、径2mに達する。材は軽軟であるが強靭で、建築・家呉・桶樽・土

木・船・下駄・影刻など広く用いられるO

クリ Castanea crenata Sieb. et Zucc. ブナ科(図版13)

横断面:年輪のはじめに大型の道管が数列配列する環孔材である O 晩材部で小道管は火炎状に

配列するO

放射断面:道管の穿孔は単穿孔であるO 放射組織はおおむね平伏細胞からなる。

接線断面:放射組織は単列の向性放射結織型である。

以上の形費よりクりに同定されるO クリは北海道(西南部)・本州・四国・九州・に分布するO

落葉高木で、通常高さ20m、径40cmぐらいであるが、大きいものは高さ30m、径2mに達するO

耐久性強く、水質に耐え、保存性はきわめて高い材で、現在では建築・家具・器具・土木・鉄道

枕木・船・彫刻・ろくろ細工・薪炭・椎茸ほだ木など広汎に用いられる。

不明散孔材

横断面:小型の道管が散在する散孔材であるO

以上の形質より散孔材に同定される。なお放射断面、接線断面共に試料そのものが小さく広範

囲の観察が困難であった。

参考文献

島地謙・伊東隆夫(1982) ~図説木材組織』 地球社

島地謙ほか(1985) ~木材の構成J 文永堂出版

日本第四紀学会編(1993) ~第四紀試料分析法』 東京大学出版会
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第51者 自然科学的分析

第4節植物珪酸体分析

1 試料と方法

試料は、 5KN-SN19(カマド状遺構)から採取された焼土である。植物珪酸体の抽出と定量

は、プラント・オパール定量分析法(藤原1976)をもとに、次の手順で行った。

1 )試料の絶乾(1050C・24時間)

2)試料約19を秤量、ガラスビーズ添加(直径約40μm、約0.02g) 

来電子分析天秤により l万分の 1gの精度で秤量

3 )電気炉灰化法による脱布機物処理

4)超音波による分散(300W・42KHz・10分間)

5 )沈底法による微粒子(20μm以下)除去、乾燥

6)封入剤(オイキット)中に分散、プレパラート作成

7)検鏡・計数

同定は、イネ科植物の機動細胞に由来する植物珪酸体をおもな対象とし、400倍の偏光顕微鏡下

で行った。計数は、ガラスビーズ個数が400以上になるまで行った。これはほぼプレパラート l枚

分の精査に相当する。試料 1gあたりのガラスビーズ個数に、計数された植物珪酸体とガラス

ビーズ個数の比率をかけて、試料 1g中の植物珪酸体個数を求めた。

また、おもな分類群についてはこの値に試料の仮比重と各植物の換算係数(機動細胞珪酸体 1

個あたりの植物体乾重、単位 10-5g )をかけて、単位面積で層厚 1cmあたりの植物体生産量を算

出した。換算係数は、イネは赤米、キピ族はヒエ、ヨシ属はヨ、ン、ウシクサ族はススキの値を用

いた。その値は2.94(種実重は1.03)、8.40、6.31、1.24である。タケ亜科については数種の平均値

を用いた。ネザサ節の値は0.48、クマザサ属は0.75である。

2 分析結果

分析試料から検出された植物珪酸体の分類群は以下のとおりである。これらの分類群について

定量を行い、その結果を第8表に示した。

〔イネ科〕

機動細胞由来:イネ、ウシクサ族(ススキ属やチガヤ属など)、キピ族型、ウシクサ族型、クマ

ザサ属型(おもにクマザサ属)、タケ亜科(未分類等)

その他:表皮毛起源、棒状珪酸体(おもに結合組織細胞由来入未分類等
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第4節植物珪酸体分析

3 考察 第8表古野遺跡の植物珪酸体分析結果

5 KN-S N19(カマド状遺構)から採取され 検出密度(単位:X100偲/g)

た焼土について植物珪酸体分析を行った。その

結果、棒状珪酸体が約84，000個/g、クマザサ属

型が約24，000個/トウシクサ族型が約四，000

倒/gと に検出された。また、イネも約

8，000侶/gと比較的多量に検出され、 ウシクサ

族(ススキ属など)やキピ族型も見られた。おも

な分類群の推定生産量によると、クマザサ属型

が圧倒的に卓越しており、イネがこれに次いで

多くなっているO

分類群 ¥ 試料

イネ科

イネ

ウシクサ族(ススキ属など)

キピ族型

ウシクサ族型

タケ亜科

クマザ、サ属型

未分類等

その他のイネ科

表皮毛起源

棒状珪酸体

未分類等

(海綿骨針)

植物珪酸体総数

SN19 

83 

14 

21 

186 

241 

103 

69 

723 

83 

2，280 

以上の結果から、当時はクマザサ属(チシマ

ザサ節やチマキザサ節など)を主体としてスス

キ属なども見られるイネ科植生であったものと

考えられ、稲作も行われていたものと推定され

る。これらの植物がカマドの燃料として利用さ

れていたことも考えられるが、比較試料(カマ

ド毘辺の土壌)との対比・検討が行われていな

おもな分類群の推定生産量(単位:kg/ rrf .cm) 

※{反比重を1.0と仮定して算出。

いことから断定はできない。

クマザサ属は森林の林床でも生育が可能であるが、ススキ属は臼当たりの悪い森林の林床では

生育が困難であるO このことから、当時の遺跡周辺は森林で覆われたような状況ではなく比較的

関かれた環境であったものと推定されるO また、常緑性であるクマザサ属は、大半の植物が落葉

または枯死する秋から冬にかけてはシカの重要な食物となっている(高槻1992)。

参考文献

杉山真二(1987)r遺跡調査におけるプラント・オパール分析の現状と問題点J ~植生史研究J 第2号

p.27-37 

杉山真二(1987)rタケ亜科植物の機動細胞珪酸体J~富士竹類植物園報告J 第 31 号 p.70… 83. 

藤原宏志(1976)rプラント・オパール分析法の基礎的研究 (1)一数種イネ科栽培植物の珪酸体標本と定量分

析法-J ~考古学と自然科学J 9 p.15-29. 

藤原宏志(1979)rフ。ラント・オパール分析法の基礎的研究 (3)一指悶・板付遺跡(夜臼式)水旧および群馬・

日高遺跡(弥生時代)水田におけるイネ (O.sativaL.)生産総量の推定-J ~考古学と自然科学J 12 p.29-

41 

高槻成紀(1992)~北に生きるシカたちーシカ、ササそして雪をめぐる生態学-J どうぶつ社
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第6章まとめ

遺構の帰属時期と変遷

発掘諜査の結果、縄文時代中期後葉の竪穴住居跡 l棟、縄文時代(時期不明)の土坑 1基、平安

時代前半の竪穴住居跡2棟と土坑 1基、鎌倉時代前半の建物跡 l棟と竪穴遺構 1棟、鎌倉時代の

カマド状遺構 1基、近世中期~現代の陶磁器を包含する現代の土坑 1 時期不明の竪穴遺構2

墓、溝跡2条、土坑 1基、焼土群 1、ピット群 Iの合計16遺構を検出した。

また、!日石器時代のナイフ形石器 l点、縄文時代中期後葉の土器、石器(石匙、石錐、長fj片)、

平安時代前半の土師器(杯、響、支脚)、須恵、器(杯)、鎌倉時代前半の珠洲陶器の輩、近世~現

代の陶磁器が、コンテナで合計13箱分出土した。

各遺構の帰属時期と変遷をまとめると次のようになる。

時 期 年 代

旧石器時代

縄文時代中期後葉

平安時代前半

915年

鎌 倉 時 代 1，200年頃

江戸時代中頃 1，650年以降

現 {~ 1，945年以降

帰属時期不明

2 ナイフ形石器について

本遺跡出土のナイフ形石器は、

遺構 遺物等

〈ナイフ形石器〉

S 121竪穴住居跡.(S K14土坑)

S 110竪穴住居跡.S 1 12竪穴住居跡

〈火山灰〉

S K23土坑

S B22建物跡・ SK 115竪穴遺構.~珠洲陶器〉

~S B22・SK 115の埋め立て口焼土粒、炭化物粒を合

み地山土が多量に混じる暗褐色土層〉

S N19カマド状遺構

(SX(N)13焼土群.SX(P)l1ピット群)

〈近世@近代陶磁器〉

S KOl土坑

S K 102竪穴遺構、 SK 104竪穴遺構、 SD05溝跡、

S D18溝跡、 SK09土坑

( )は推定時期、~ >は遺物、土層など

「柳葉形の石刃を素材とし刃潰し加工が基部周辺と先端部

に施される杉久保型Jllに近いといえる。「縦長弱j片を素材として、刃潰し加工がー側辺と相対す
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2 ナイフ形石器について

る基部に加えられ刃部が斜行する茂呂型jとの違いは、刃演し加工が右側縁中央部の 6rnmだけ施

されていないこと、石器長軸と素材の剥片軸がほぼ一致し、刃部が斜行しないことであるO しか

し、右側縁の細部加工は、先端側と基部側の間隔が密か 6rnmしかないこと、長さの割には幅の広

い三角形に近い形態であること、といった典型的な杉久保型とは異なる特徴もあるO 素材形状の

修正の度合いと二次加工の部位による杉久保型、茂田型の区分は漸移的なものとなるであろうこ

とが鴨子台遺跡の報告書で指摘されており(ヘ本遺跡例によってもそれは支持されよう。

県内出土のナイフ形石器で形態の似るものには、御所野台地の下堤G遺跡出土のナイフ形石器

[7Jがある(九しかし基部の細部加工が表面右側縁のみであることが異なる。また、鳴子台遺跡で

は基部の両側縁と裏面、一方の側縁先端部側に長い細部加工を施すという点で本遺跡例と類似す

る石器がl点、[554+556Jある O これと類似する特徴をもっ石器は岩手県和賀仙人遺跡ヘ山形県

横道遺跡(日)等でも出土している O しかし、細部加工の部位とともに形態までも同一のものはない。

本遺跡ではナイフー形石器 1点のみの出土で、石器群としての対比や素材の剥片剥離技術につい

ては比較検討できなし」編年的位置付け等は本遺跡例と同様のナイフ形石器を含む石器群の類例

によってより詳細に考察されるべきで、現時点では資料の提示にとどまらざるを得ない。

3 縄文時代中期後葉前半の集落について

第2章第2節でふれたように、御所野台地では中期後葉の竪穴住居跡が238棟検出されている。

これらの竪穴住居跡の炉埋設土器と比較すると、本遺跡の炉埋設土器は、湯ノ沢D遺跡8号住居

跡4期炉埋設土器ヘ台A遺跡4号 (A)住居跡、床面出土土器(7)等に後続し、台A遺跡3号住居跡

新旧炉埋設土器及び床面出土土器、坂ノ上E遺跡、28号住居跡炉埋設土器(日)等とほぼ同じ段階の土

器と考えられる (9) (第32図)。この段階は大木9式並行期から大木10式並行期の過渡期に当たる O

腕中央部ないし下部に巡らした沈線で区分した上部には縄文の充損された入り組み横S字形区画

文等を描き、下部は全面縄文施文する定型的な文様構成の土器が成立する直前段階である。 IR画

文や沈線文の描かれた精製土器が炉埋設土器に使用された例で見る限り、 この段階の集落例は 2

例あり、台A遺跡で2棟、坂ノ上E遺跡で2棟の竪穴住居跡が検出されている。

七曲台等の例も含めて、精製土器を炉埋設土器とする竪穴住居跡の棟数の変遷を見ると(第9

表入湯ノ沢D遺跡2棟→湯ノ沢D遺跡2棟、坂ノ上F遺跡2棟(ヘ坂ノ上丘遺跡 1棟、地蔵田A

遺跡2棟(!ヘ五坂台 I遺跡、 1i:東(へ石坂台IX遺跡 1棟(へ駒坂袋 I遺跡 1棟(ω→湯ノ沢D遺跡 l

棟、台A遺跡2棟、石坂台 I遺跡 1棟→坂ノ上E遺跡2棟、合A遺跡2棟、松木台盟遺跡 1棟(問、

古野遺跡 1棟となる。石坂台医遺跡、石坂台 I遺跡、駒坂袋1遺跡、松木台盟遺跡では粗製土器

を炉に使用した竪穴住居跡が同時にもう 1棟存在した可能性が高く、同時期に存在した竪穴住居

はこの数より増える場合もあるが、 lつの集落が 1，......，3棟程度の竪穴住居で構成されることが共通
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第6章まとめ

するO 中期後葉前半はこのような集落が御所野台地で 1"-'4箇所、七曲台で1"-'2箇所点在して推移

したと考えられる(第33密)。

さて、御所野台地は、西側から入る 3筋の大きな沢によって大きく分割されるが、それらの沢

の沢頭で、台地のほぼ中央部に湯ノ沢D遺跡が立地する。台A遺跡の位置は御所野台地北東辺に

あり、湯ノ沢D遺跡を中心に見た場合、坂ノ J~_E遺跡、坂ノ上F遺跡、地蔵田A遺跡とともに遺

跡の分布が台地の中央部から周辺部に拡散して行くかのような様相を呈する。この動きの中で見

るとき、台A遺跡とは猿田川を挟んだ対岸にある古野遺跡は、御所野台地の北東部における湯ノ

沢D遺跡→台A遺跡の動きを受けた次の段階における台A遺跡→古野遺跡、という拡散の結果とし

て営まれたと解釈し得るのではなかろうか。そして、少なくとも中期後葉前半の御所野台地周辺

では、 l集落を構成する竪穴住居数は1"-'3棟を維持したまま、台地周縁部の新たな地点に居住を

開始することで集落数が増加する時期であるということができるのではないか。この動きが何に

起因するのかは、従来から竪穴住居跡数が飛躍的に増加する印象がもたれている中期後葉後半に

おける動向を解明した後に総合的に判断されるべきで、今後の課題であるO

4 平安時代の集渚について

本遺跡で検出された 2棟の竪穴住居跡、は、選地・出土遺物・構造・構築方位の類似からほぼ同

時期に存在したと考えられる。出土遺物の時期は、住居跡出土遺物は土師器のみで、須恵、器は斜

面下方で出土した杯の破片 l点のみであること、杯の底面が回転糸切りで、底辺部が無調整であ

ること、第14図7のように口縁部が大きく外反する小型の杯も含まれていることから、 9世紀後

葉より前には滅らないとみられる。また、 S1 12竪穴住居跡は、西暦915年の降灰とされる十和田

a火山灰の入る SK23土坑に切られることから、下限は10世紀M葉である。したがって、およそ

西麿900年を中心とする時期とすることができょう。

第2章でもふれたように、御所野台地周辺では、 31棟の竪穴住居跡が検出され、大規模もしく

は長期にわたって継続した中心集落としての下堤C遺跡(泥沼、自然地形によって区別される各地

点に、 5棟以下の竪穴住居がひとつのまとまりとして営まれる小集落。6)の並存が9"-'10世紀ころの

姿であったと推測し得るO 古野遺跡も下堤C遺跡を取り巻く小集務のーっと位置付けられょう

か。しかし、土師器の編年が確立されていないこともあり、集落変遷の詳細な動向は未解明であ

る。
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御所野台地 七曲台等

第

1
段
階 12 揚/沢D4号住炉場設

13・14:湯/沢D5号住床回

2 

鰭 1 湯/沢D8
15 :湯ノ沢D9
16 地成田A1
17 地蔵間A2
18 : .坂/上E1 

ittJ18¥UP20 

第
3
段
階

第|
4 

21:号A住

E笠
蕗

3 S 127佼

5 

5 

7 
8 
9 

10. 11 

25 :台A1号{主床面
26 :台A1号位ピット内
27 :坂ノ上E9号住炉埋設
28 坂/上E22号伎炉埋設
34 古野S12li:l:炉型I!設

第32密 櫛所野台地周辺の縄文中期後葉前半の土器(本文註(9)文献をもとに作成)
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第9表 精製土器による各段階の住居跡数

地区 御 所 野 A仁ムI、 I也 七曲台

注ま± 湯ノ沢D 坂ノ上E 坂ノ上F 地蔵田A 台A 吉野 石坂台1 石坂台医 松木台E 駒坂袋I

第 1段階 2 

第 2段階 2 2 2 l 1 

第3段階

第4段階 2 l 

第5段階 2 2 1 

第 33悶 御所野台地とその罵辺の縄文中期後葉前半の集落分布図

5 鎌倉時代の遺構について

S B22建物跡は斜面を削って平場を作り出し、斜面上部側に溝を巡らすという特徴がある。

物跡に溝が伴う例は、下回遺跡(17) (9世紀後葉'-""'10世紀初頭頃)、中田面遺跡(削(13世紀中葉頃)、
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4 平安時代の集落について

鈴木家住宅(印)(17世紀中葉頃)等の例がある O また、秋田市下タ野遺跡(加では13世紀領の集落が発

掘調査されているが、溝で閉まれる建物跡はない。溝は必ずしも時期的な特徴を示すものではな

く、立地や機能にかかわる施設であるといえるO

また、 SK I 15竪穴遺構は、形態が方形で出入口と考えられる張り出しがあり、庭内に炉やカ

マドをもたないが、明瞭な配置の柱穴がないという点で、これまで中世城館遺跡等で検出されて

いる竪穴建物跡と称されている遺構とは異なる(へこの 2棟が同時に存在したと考えられるの

で、本遺跡の遺構群は、構造の異なる施設各l棟の組み合わせから成る 1軒の f家」と見ること

ができるのではないか。構造の差異は機能の違いに由来するものであろうから、 SB22建物跡と

S K I 15竪穴遺構は、 l軒の「家jに付随し課せられる又は期待される機能を相互に補完し合う

施設であったと考えられる。下タ野遺跡の多数の建物跡の分析では、建物には母屋と倉庫風の建

物があることが指摘されている。ここにおいても、機能を相互に補完し合う複数種類の施設の集

合体としての「家」が予想されるO 河口に近い沖積平野の徴高地に立地し、建物が多数あって

r~家」の集まる集落であった下タ野遺跡に対し、山間部の狭い斜面に立地し、建物と竪穴から成る

最小単位の「家Jが単独で営まれていた古野遺跡は、対極的な在り方である O 中世の居住形態は

未解明な部分の多い分野であるが、古野遺跡の在り方が一つの範型となり得る可能性があるO

下タ野遺跡では建物とともに多数の井戸が検出されたが、古野遺跡では井戸はなかった。居住

の必要条件である水は北東側の沢から得たのであろう。カマドや炉のような火気施設は検出され

なかったが、これは下タ野遺跡でも同様であるO

これに関連して、 SB22建物跡と SK I 15竪穴遺構から成る「家」が人為的に廃棄された後、

それほど間隔を霞かずに構築された SN19カマド状遺構がある。このカマド状遺構は、県内では

神岡町岳下遺跡側、大館市餌釣遺跡、(へ鹿角市妻ノ神遺跡(別)等で検出されている。青森県では境

関館遺跡(お)で129基検出され、三浦圭介氏によって詳しく分析されている。三浦氏はこの種の遺構

を「中世型カマドJとし、「古代型カマドjを基調として平安時代終末期から鎌倉時代初期に発生

し、近世まで存続したもので、住居構造の大きな変化に伴って必然的に生じた厨房施設である、

とする。この見解が現時点におけるこの種の遺構についての研究の到達点と思われる。本遺跡で

は、珠洲陶器の年代観から、西暦1，200年頃かそれ以降のそう遅くない時期と推定した。三浦氏の

見解に従えばこの種の遺構が発生した頃からやや下る時期に当たるo S B22建物跡と SK I 15竪

穴遺構から成る「家jには伴わず、その埋め立て後に初めて構築されており、カマド状遺構の発

生と生活への取捨選択過程の一端が伺われる。

5 近世以降の陶磁器について

17世紀中頃以降、戦後に一括廃棄されるまでのおよそ250年間に集積された陶磁器で、詳細に検
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討すれば、この間の陶磁器の消費や流通の動向が解明され得る側一括資料である。 18佐紀代は肥

前のくらわんかタイフ。の碗@血が主である。太平洋側の例では瀬戸美濃系が比較的入ってくる

が、古野遺跡では入っていない。 18世紀後葉から19世紀中頃になると、肥前もしくは肥前系の磁

器と白岩および寺内等の在地陶器の構成となり、器積も増えるO ただし、大堀相馬、切込、堤な

ど陸奥側の製品は混じらないことに特徴がある。このような組成は津軽(野脇遺跡)(2ヘ湯田(白木

野立遺跡、)(ZH) と共通する。この時期に在地窯が増加し在地生産が大きく発展することは従来から

指摘されている(剖。日本海側では海運を利用した肥前系磁器の流入と、大型で重量のある陶器は

、近距離にある在地窯から陸送とし 1う流通が想定され、古野遺跡の出土遺物もそれを裏付ける組成

であると言えよう。近代以降の陶磁器は、在地の生産地が多様化するにもかかわらず、窯跡の考

古学的研究はほとλノど行われておらず、生産地の特定が困難である。本遺跡出土資料も生産地と

年代の判明したものはiまんの一部である。今回は資料を器示したのみにとどまってしまった。こ

の資料を活用した今後の研究の進展に期待したい。

古野遺跡は、御所野台地と和田丘陵に挟まれた狭い谷筋の、 111~居にある小さな丘の斜面にある。

発掘調査によって、今からおよそ4，500年前の縄文時代中期、およそ1，100年前の平安時代前半、お

よそ800年前の鎌倉時代前半に人々む居住地として利用されていたことがわかった。また、!日石器

時代の石器、縄文時代から現代までの土器、石器、陶磁器も出土した。

縄文時代中期後葉には、御所野台地周辺の各地に小規模な集落が増加することが発掘調査の結

果から解明されつつあるが、古野遺跡の竪穴住居跡もこの動向を反映したものと考え得る。平安

時代の竪穴住居跡2棟からなる小集落、鎌倉時代の掘立柱建物跡と竪穴遺構が一体となった 1軒

の家ともいえるよ章構群は、下堤C遺跡や下タ野遺跡のような大集落とは対照的なありかたで、

代、ヰri立の居住形態の多様性を示す事例といえるO また、出土した陶磁器の一括資料からは18担ー

紀、 19世紀における陶磁器の機種と産地の構成を復元することができ、陶磁器流通の実態と変遷

をわずかながら知ることができた。

以と、古野遺跡の発掘調査によって、各時代にわたる多くの貴重な資料を得ることができた。

(註)

(1)関村道雄 rH本!日石器時代史J考古学選書33 雄山間出版 1990(平成2年〕

(2)秋田県教育委員会 『一般国道7号琴丘能代道路建設事業に係る埋蔵文化財発掘調査報告書湿一鴨子台違

跡・八ill番台遺跡 秋田県文化財調査報合書第230集 1992(ギjぷμ日

(3)秋田市教育委員会 『秋田市秋田臨空港新都市開発関係埋蔵文化財発掘調査報告書~ (下堤G遺跡、野畑

遺跡、湯ノ沢B追跡) 1983(昭和58年)
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(4)和袈町教育委員会 『和賀他人遺跡発掘調査報告書J和賀町文化財報告書第 11集 1984(昭和59年)

(5)加藤稔・佐藤禎宏 「山形県横道遺跡i略報J ~石器時代J 6 1963(昭和38年)

(6)秋田市教育委員会 『秋田市秋田臨空港新都市開発関係埋蔵文化財発揚調査報告書J(下堤豆遺跡、下堤

F遺跡、坂ノ上F遺跡、狸崎A遺跡、湯ノ沢D遺跡、深田沢遺跡) 1985(昭和60年)

(7)秋田市教育委員会 符火沼市秋田新都市開発整備事業関係埋蔵文化財発掘調査報告書J(地蔵田B遺跡、台

A遺跡、湯ノ沢I遺跡、湯ノ沢F遺跡) 1986(昭和61年)

(8)秋田市教育委員会 問火田市秋田臨空港新都市開発関係埋蔵文化財発揚調査報告書J(坂ノ上E遺跡、湯ノ

沢A遺跡、湯ノ沢C遺跡、滋ノ沢E遺跡、湯ノ沢F遺跡、湯ノ沢日遺跡、野形遺跡)1984(昭和59年)

(9)この項における土器の変遷は、谷地薫「御所野台地遺跡群の縄文中期後葉土器ノート(1)J n火田考古学』
第44号秋田考吉学協会 1994(平成6年)に拠っている。

(10) (6)に同じ。

(11)秋田市教育委員会 問火田市秋田新都市開発整備事業関係埋蔵文化財発掘調査報告書:J (地蔵田A遺

跡) 1994(平成6年)

(12)秋田県教育委員会 『七曲台遺跡群』 秋田県文化封調査報告書第 125集 1985(昭和60年)

(13)秋田県教育委員会 『東北横断自動車道秋田線発掘調査報告書 I…石坂台lV遺跡・石坂台羽遺跡.E坂

台VII遺跡・石按台班遺跡 .E坂合医遺跡・松木台皿遺跡-J 秋田県文化財調査報告書 第150集 1986 

(昭和61年)

(14)秋田県教育委員会 『秋田県立中央公園スポーツゾーン地域内遺跡発掘調査報告書J秋田県文化財調

査報告書第92集 1982(昭和57年)

(15)秋田市教育委員会 『秋田市秋田新都市開発整備事業関係埋蔵文化財発掘調査報告書J(下堤C遺跡)

1987(昭和62年)

(16)下堤A遺跡4棟、 F堤B遺跡3棟、下堤D遺跡3棟、野形遺跡3棟、坂ノ上F遺跡2棟、深田沢遺跡6

棟、地蔵田A遺跡5棟、湯ノ沢B遺跡 1棟、秋大農場南遺跡 l棟、大杉沢遺跡 1棟の10遺跡から合計29軒の

竪穴住居跡が検出されている O 文献は、第2章第2節の参考文献5、9~12、 16~19 による O

(17)秋田県教育委員会 『東北横断自動車道秋田線発掘調査報告書lV-下回遺跡・下田谷地遺跡-J 秋田県

文化財調査報告書第189集 1990(平成2年)

(18)秋田県教育委員会 阿ヨ田面・重兵衛台 I・宜・根洗場遺跡発掘調査報告書』 秋田県文化財調査報告書

第 74集 1980(昭和55年)

(19)重要文化財鈴木家住宅修理委員会 『重要文化財鈴木家住宅修理工事報告書J1982(昭和57年)

(20)秋田市都市開発部・秋田市教育委員会 『下タ野遺跡発掘調査報告書=J 1979(昭和54年)

(21)浪岡町教育委員会 『昭和58年度浪岡域発描調査報告書「浪岡城跡VIUJ 1985(昭和60年)

(22) 1984(昭和59)年発掘調査。調査を担当した小林克氏によって 1995(平成7年)3月刊行予定の『秋田県埋
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議文化財センター研究紀要J第10号に報告が掲載される予定。

(23)秋田県教育委員会 『国道103号道路改良事業に係る埋蔵文化財発掘調査報告書臨一餌釣遺跡-J 秋田

県文化財調査報告書第210集 1991(平成3年)

(24)秋田県教育委員会 『東北縦覧自動車道発掘調査報告書四』 秋田県文化財調査報告書第107集 1984(昭

和59年)

(25)青森県教育委員会 「境関館遺跡発掘調査報告書一中小河川平川改修事業に係る埋蔵文化財発摺調査報

告書-J 青森県埋蔵文化期調査報告書第102集 1987(昭和62年)

(26)羽柴直人 「東北地方北部における近世陶磁器の様相-1690~1780年代の消費状況の集成-J r紀要XIV

(平成5年度)J 岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター 1994(平成6年)

(27)青森県教育委員会 『野脇遺跡-1級河川岩木川水系支川後長根川改修工事に保る埋蔵文化財発掘調査

報告書ll-J 青森県埋蔵文化財発掘調査報告書第149集 1993(平成5年)

(28)岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター 『白木野 1. II遺跡発掘調査報告書一東北横断自動車道秋

回線建設関連遺跡発掘調査一』 岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第200集 1994(平成6年)

(29)佐久間光平・本田泰章 「東北地方における近世窯業と陶磁器をめぐる問題Jr東北大学埋蔵文化財調

査年報3J 東北大学埋蔵文化財調査委員会 1990(平成2年)
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報告書抄録

ふりがな とうほくおうだんじどうしやどうあきたせんはつくっちょうさほうこくしょ このいせき

書 名 東北横断自動車道秋田線発掘調査報告書XIX 古野遺跡

高リ 書 名

巻 次 19 

シリーズ名 秋田黒文化財調査報告書

シリーズ番号 第253集

編著者名 谷地薫

編集機関 秋田県埋蔵文化財センター

所 在 地 〒014 秋田県仙北郡仙北町払田字牛l嶋20 百L0187--69--3331 

発行年月日 西暦 1995年 3 月

ふりがな ふりがな コ ド 北緯 東経 調査面積
調査期間 調査原因

所収遺跡名 所 在 地 市町村 j遺跡番号
ロ I 11 o / " d 

古野
秋あき田た県けん秋あき田た市L 

2201 39度 140度 19940511-- 東北横断自

か上み北きた手で古己野申
830 

40分 11分 19940617 動車道遠野

字あざむ向かい老おい方かた16外ほか
02秒 30秒 秋田線建設

事業に係る

事前調査

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

縄文時代 竪穴住居跡 1棟 ナイフ形石器 ナイフ形石器1点が
古野 集落跡

単独出土。中期後葉 土坑 1基 石錐・石匙・縄文土器
ーーーーーー ー・ーーーーーー---司司柑骨降 4・骨---ーー・骨骨-_----ー---司 a

縄文中期後葉の複式
平安時代 竪穴住居跡 2棟 土師器(杯・蓋・支脚)

土坑 1基 須恵器(杯)
炉 1基口

--ーーーーーーーーーーー・ーーー ・・・・ーーーー. 平安時代の土坑埋土
鎌倉時代 建物跡 1棟 珠洲陶器(壷)

から十和田a火山灰
竪穴遺構 1基 近世陶磁器(肥前・唐 を検出口

カマド状遺構 1基 津・京信楽系・瀬戸・ 珠洲陶器は建物跡を
----砕事 4降咽ゅ-_.峰司司#柑桶押 ーーー・ ・ ー ーーーーーー

現 代 土坑 1基 肥前系・白岩・白岩系) 閤む溝の中から出土口

ーー・・・・酔仲司仲嚇 4・骨鼻 ー ーーーーー・ーーーー ・・・・ーーーーーー 近世後期~戦後の陶
不 明 竪穴遺構 2基

磁器が土坑から一括

溝跡 2条 出土。 18世紀・19世

土坑 1基 期の階磁器の産地と

焼土群 1笛所 器種組成が判明白

ピット群 1箇所



あとがき

古野遺跡は、検出遺構数や出土遺物が少ないIJ¥規模な遺跡で、発掘面積も小さい。いわば地
味な遺跡、である。本書では各時代の様相を詳細に解明し得たかどうか心もとないが、少なくと
も遺跡の立地する斜面に残された人々の足跡をたどり、ここを舞台に生活した人々の変遷を明
らかにし得たのではなし1かと密かに思う。

発掘調査の当初は平安時代の集落跡であろうと予想していた。発掘が進むにつれて平安時代
の火山灰を検出し、平安時代集落跡の好資料が得られたと喜んでいたところ、その後で!日石器
時代のナイフ形石器、縄文時代の複式炉、中i支の珠洲陶器やカマド状遺構な
物の発見が相次いだ。調査担当者が予想を越える成果に戸惑っていたにも拘わらず、発掘作業
は、下記の熟練の皆さんによる着実でしかも臨機応変な働きと誠実な仕事ぷりのおかげで、和
の雰囲気の中で順調に終えることができた。

整理作業に入ってから、現代の陶磁器に浪じって 17世紀末にまで湖る近世陶磁器が含まれ
ていることが分かり、本田泰貴氏、羽柴直人氏の懇切なご教示を得て掬磁器の選別、

したのは 1月も末のことであった。結果として遺物実測図の約4分の 3を占める
陶磁器の実測図とトレース及び写真焼付等は、下記の皆さんと、偶然ながら近世白岩焼に縁の
深い太田淳子さんにも手伝っていただいた。発掘調査及び本書の刊行は、これら多くの人たち
の力を借りることなくしては遂行し得なかった。ここに記して感謝の意を表する次第である。

発掘作業従事者

佐々木金治郎鈴木市太郎鈴木末蔵鈴木長治三浦金司三浦竹治
水野金光石井いさ子石井京子石井よし子大 UJなみ子尾川 泉
鹿子津ミサ佐々木暁子鈴木ウメノ鈴木キヨ鈴木博子三浦ア

宮田トキ子

整理作業従事者

佐々木 薫藤原竪晃
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